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序 文

天 開遺跡調査報 告書 は、矢吹町調 査報 告書第8集 と して刊行す ることに なりました。

ここは矢吹町三城 目地区と鏡石 町成田地区との境 に位置 し、周辺 には数多 くの文化財 が

散乱 する阿武隈川 流域 で早くか ら文 化の開けた所 であ ります。

今 回は工場誘致 に伴 い発掘調査 を実施 しましたが 、実施 に当っては 日本考古学協会 会員

永 山倉造先生に依 頼 し、又須賀川 市博物館長は じめ職 員の皆さんに大変 な ご協力をいただ

きま した事、心よ り感 謝申し上げる次第であ ります 。

現 在町としては、文 化財めぐりをは じめ として、民 族芸能の掘りおこ しと伝承、文化 財

案内 板の設置、補 修 な ど文化財の保 護、保全を行 ってお り、今後も町民 の方々に文化財 に

つい て一層のご理解 と ご協力をお願 いす るものであ ります。

最 後に、この報 告書 が今後の調査 、研究にご活用 いた だければ幸い に存 じます。

昭和61年10月1日

矢吹町教育委員会教育長

円 谷 行 雄



調 査 要 項

遺 跡 名 天開遺跡
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例 言

1． 本書は、矢吹町天 開450・451番 地に所在する天開 遺跡発掘調査の報 告書である。

2． 本調査は （北越 ヒュー ム管株式会社 ）による工場立地 に先だつ、確認調査 である。

3． 本書 に掲載した図 面は真船高年 、関根保夫、小針久子 、渡辺恵美が実測 、 トレースを

行 ない 、写真撮影 は永 山祐三が行 ない、報告書作成 には大野昌子、柴 田令子が参加 し

た 。

4． 本書 に収録した遺構遺物の実測 図、拓影は次の縮尺 を原則 とし、それぞれにスケール

を付 している。遺構1／60、カマ ド1／30・1／40、土器 ・その他1／3・1／4。

5． 本 書の執書及び編集 は永山倉造が担当 した。発行の責 任 は矢吹町教育 委員会にある。

6． 遺 跡位置図は、国土 地理院 （五万分の 一）地形図 を使 用 した。
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第1章 序 説

第1節 天 開 遺 跡 の 位 置 ・地 形 ・地 質 ・気 候

位 置 天開遺跡は、 福 島県矢吹町三城 目地 区天開に所在す る。 矢吹町の 北東 部にあた

り、北は 岩瀬郡鏡石町成 田との町境に位置 している。東に阿武 隈川が流れ、石川郡玉川村

大字 竜崎 に接している。福島県南地方の中央 に位置す る地方都 市である。

地 形 福島県の県南地方は東部の阿武隈 山地、南部の八溝 山形西部の奥 羽山脈の 山間部

と、それ に囲まれた盆地状の低地とか らなってい る。矢吹町は 、阿武隈川 上流域の盆地部

に位置 し、台地と丘陵か らな る高原地帯 であ る。 この地域は矢 吹が原と呼ばれ 、戦時中は

陸軍の飛 行隊があ った。その昔は行方原 と呼ばれ、須賀川 、鏡 石、白河にかけ て平坦な台

地が続い ている。

東は 阿武隈川により、西 を釈迦堂川 によ り浸蝕 され、河岸段 丘と氾濫原を形成 している。

阿武隈川 の東岸か ら西にのび る台地は樹枝 状に東流す る小河 川が発達 し複雑な地形を呈し

てい る。

地 質 この地域の基盤は 白河構造線 にそ った断裂運動に よる火山活動によ って形成され

たグ リー ンタフ層であ る。約2500年 前の新 第三紀初頭の地層であ る。その上 に約200万 年

前の鮮新 世末期か ら、約110万 年前の更新 世初期 にかけて 、火 山による火砕流 堆積物が厚

くつ も っている。鈴木敬治 （1968） によ りDI層 ・DII層 ・DIII層 と呼ばれ てい る。これ

らは須 賀川石 ・三城 目石 と して石材として利用 されてい る。

矢吹 原の丘陵部は 白河 ロー ム層 （鈴 木 ：1968） と呼ばれ る降下火山灰によ って直接覆わ

れ、これに対して台地部ではDI層 の 上に郡 山層 と呼ばれ る泥 ・砂 ・礫 などが あ り、ラミナの

発達 した水成堆積物が覆い 、その上に白河 ロー ム層が堆積 している。

気 候 矢吹町は東西を 山地 に囲まれてい るため、日照時 間は較差があ り、 内陸性気候で

降雨量 も少ない。1年 の平均気温は11度 前 後で、夏は比較 的短 く、冬はあまり寒くないが

夏よ りはかな り長い。

植生 は落葉広葉樹を主 とする温帯林に属 している。

第2節 天 開遺 跡 の 歴 史 的 環 境

矢吹地方の歴史は旧石 器時代まで逆のぼ り ・三城 目の成 田 ・陣ケ岡遺跡か らは、頁岩を
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用い て石刃技法によ り製作 されたナ イフ形石器が発見 され 、成田型刃器 の標式遺跡となっ

てい る。

縄文 時代は最後の氷 河期が終 った1万 年前ころか ら気候が温暖となり、それにつれて、

土 器の 発明による新 しい文化が生みだ された。縄文時代と呼ばれる縄 目の ついた特徴のあ

る土器の 出現と、また石器も麿製石器や 石鏃 などが作 られ、多様化 して くる。それに阿武

隈 川を溯 る鮭 ・鱒 など魚類の魚労に より、 縄文人の生活内容は豊か にな り、 生活範囲は

拡 大 し、これにつれ て遺跡は阿武隈川流域 か ら山間部にまで分布してい る。

弥生時代 この時代 の文化は稲作を中心 とした農耕と石器を使用 したが 西日本では金属

器 が用い られてい る。 矢吹近辺では、 白河 市天王山遺跡、須賀川弥六内遺跡 、石川鳥内遺

跡 、泉崎村踏瀬大 山遺 跡などがある。須賀 川市弥六内遺跡は、弥生時代の 後期の竪穴住居

26軒 が検出された、東北地方有数の 大遺跡である。

古墳時代 この時代の遺跡は、この時の一般の集落跡の ほか、高塚の墳丘 を有す る古墳

や凝 灰岩を掘 り込んでつ くった横穴墓が 出現す る。古墳 は主と して阿武隈川 とこれにそそ

ぐ支流の、河川を臨む 河岸段丘上に位置 している。前期 古墳は須賀川市和 田 ・中宿 にある

が 、後期古墳にな ると、矢 吹町三城 目地 区に多 く見 られる。鬼穴古墳か らは 円筒埴輪や形

象埴 輪の破片が発見 されている。またこの古墳の主体 部は横穴式石室で両袖 形で一枚石の

奥壁 を有 し、巾約2m、 であ る。遺物 は金銅製太刀、鉄鏃 、刀子、琥珀製棗玉等 である。

谷 中古墳群は鬼穴古墳の東方600mに あ り、阿武隈川の氾濫原中に位置す る3基 の古墳

群 である。この うち南 にあ る1号 墳 は、古 くか ら円筒埴輪 が出土するこ とで知 られており、

昭和50年 範囲確認調査 を行ない、長軸50mの 前方後円墳 であ ることが推 定 されている。

これ らを整理す ると、矢吹町の後期古 墳は 、谷中1号 墳→鬼穴古墳とな り、6世 紀末か ら

7世 紀 にかけての古墳 と推定 される。

律令 時代 大化の改新 により矢吹地 方は 、道奥国、白河郡 となり、畿内 にあ った大和朝

廷の支 配下に組込まれた。 その後養老2（718） 年には石 背国に属 したが 、間 もな く陸奥

国に統 合された。白河郡は17郷 を有す る大郡 で、郡衙は 、泉崎村の関和久遺跡 であ り、こ

れを支 配 した白河郡司は丈部子老－外 正五位 －神護景雲3（769） 年 、大領外七位上奈須直

赤竜 －嘉祥元 （848） な どの 古記録があ る。

この 律令時代に当る奈良 ・平安時代の 遺跡は多く発見 されてお り、矢吹町 内には約80ケ

所 に及 んでいる。

この 時代の公道とされ る山道は、福 島県 内は阿武隈川の 西岸 に通 じていた と推定 されて

お り、県内には7ケ 所の駅 と3ケ 所の伝 馬が置かれた。

白河 郡の郷は大村、丹波 、松田、入野 、鹿田、石川 、長 田、白川、小野 、駅塚 、松戸、
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小田、藤 田、屋代、常世、高野 、衣上の17郷 か らなり、矢吹町は松戸郷に当ると考えられ、

郷の中心は 、古代の遺跡 が集中 的に検出される中畑地区と考え られている。現 在まで調査

された遺跡は松倉の 「寺 山 」「新池原 」中畑 の 「太子堂」「行 馬」「や らい」 「森郭」「下荒

具 」「国神 」三城 目「古館 」「本城舘 」「吉作 」等をあげ る ことが できる。

山道は松戸郷を南北に通 じていたと考え られている。その 通路を想定すれば、 白河郡衙の

ある関和久の近 くに松田の駅 家があり、松倉 －中 畑－三城目－成 田 （鏡石町 ）－前 田川 （須

賀川 ）－芦 田塚 －中宿 －岩 瀬の駅塚の路線が 考え られる。

天開遺跡の位置

天開遺跡は 山道に添 って 発達 した古代集落があった三城 目の一集落であったと考え られる。

周 辺 遺 跡 地 名 表
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第2章 天 開 遺 跡 の 調 査 経 過

第1節 調 査 に 至 る経 過 と 調査 経過

矢吹町天開地 区に工場立地約1万m2を 予定す る矢吹町と北越 ヒューム管株式会社 と共同

で遺跡の確認 調査を行う覚書を と りかわ し、11月25日 か ら調査担 当者に須賀川市博物館

学芸員（日本考 古学協会員）永 山倉造氏の指導 によ り矢吹町教育委 員会が地元の地権 者及び

作業員の協力 を得て調査を行 った。

天開450番 地 を中心に9ト レ ンチを設定 し調査 したところ、掘 立柱を伴う建物遺構 をは

じめ竪穴式住 居数棟を数え る遺 構と須恵器製硯 な どを伴 う土器片 多数が出土す る集 落跡を

確認 されるに至 り、それ らを福 島県教育委員会 及び北越 ヒュー ム管株式会社に報告 し、指

導 と指示を仰 ぐ一方、当該遺跡 にかかる埋蔵文化財 発見調査 に必 要な発掘調査計画 書を作

成 し、工場建設に伴 う緊急発掘 調査を実施する ことを決定した。

今回発見された遺跡につい ては、旧小字名天開 山を参考としなが ら、古来か らこの 地区

を通称 して天開 と称 してい る。その通称名をと って 「天開遺跡 」と した。

第2節 発 掘 調査 日誌

天開遺跡

昭和57年6月21日 （月） 天 開遺跡の雑木の 伐採作 業。

7月24日 （土）～7月25日 （日） 重機による表土 除去作業。

7月26日 （月 ） 本 日より天 開遺跡の調査開始。 テン トの設定 、発掘用具の搬入 。

7月27日 （火）～7月30日 （金 ） 重機による表土 除去作業中、一 部 に住居跡を確 認。30日

付にて重機 による表土除去作 業 を終 了。

7月31日 （土）～8月3日 （火） 各遺構確認面の 清掃。

8月4日 （水 ）～8月5日 （木）A～H－1～10（10m×10m） グ リット設定。

8月6日 （金 ）～8月7日 （土 ） 各遺構の掘 り込み作業開始。

8月9日 （月） 一部住居跡を 検出、精査、実 測。

8月10日 （火） 一部住居跡の 写真撮影。町 議員 、職員等が来跡 。

8月11日 （水 ）～8月19日 （木 ） 各遺構のベル トを設定 し、一部 を残 し、掘 り込み作 業。

8月20日 （金 ） ベル トのセ ク ション実測、写真撮影後、ベル トの 取 りはず し。

8月21日 （土 ）～8月28日 （土 ） 各遺構の掘 り込み 、精査、実測 。

8月30日 （月）～8月31日 （火 ）B～C－4～5グ リッドに トレンチ1本 を設定 し探 りを

入れる。並行 して土坑の確認 、掘 り込み作業を行 なう。
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9月1日 （水 ）～9月2日 （木） ベ ル トのセクシ ョン実測 、写真撮影 、後ベル トの 取 りは

ず し。

9月3日 （金）～9月19日 （日） 各 遺構の精査、実測 、一部を写真撮影。

9月20日 （月） 遺構面全体を清掃 し、写真撮影 。

9月21日 （火）～9月22日 （水 ） 各住居跡の住穴 掘 り込み作業。並行 してG～F－5～6

グ リッドを精査中 、掘 り方を持つ柱穴が検出され、建物跡と確認する。他の住居跡 も検 出

す る。

9月24日 （金）～9月27日 （月） 一 部住居跡の掘 り込み作業、精 査、実測、写真撮影 。並

び に各遺構の精査 、写真撮影。

9月28日 （火）～9月29日 （水） 平板測量開始。一 方で実測。

9月30日 （木）～10月18日 （月） 各遺構の精査 、実 測。

10月19日 （火 ） 実測者を除 く一部の作業員によ りテ ン ト解体 。

10月20日 （水 ） 雨天の為、出土遺物の整理。

10月21日 （木 ）～10月23日 （土） 各遺構の実測。

10月24日 （日） 遺構全体を清掃 し、写真撮影。

10月25日 （月）～10月27日 （水） 各遺構の実測。

10月28日 （木） 各住居跡の写 真撮影。一部の作業 員によ り、発掘用具の搬出。実測終了。

10月29日 （金） 重機 による埋戻 し作業を行ない 、本 日で、現場の調査を完了する。
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第1図 グ リッド配置図
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第3章 天 開 遺 跡 の 遺 構 と 遺 物

第1節 第1号 住 居 跡 ～ 第11号 住 居 跡

第1号 住居 跡 （第2・3図 第3図 版 ）

〔検出状況 〕本遺跡の西南 、D－2グ リッ トよ り検出された。天開遺跡の今回調査 区の内

では 、最南端 に位置 し、西側斜 面に構築 されている。本住居跡は2号 住居跡についで 、大

規模 を呈 してい る。遺構は検 出面の黒褐色 土を約35cm掘 り込ん で構築 されており、攪乱等

による削平は されてお らず、かな り良好な状 態で残存してい る。

〔プラン ・規模 ・方向 〕東壁 約6．8m、 西壁約6．78m、 南壁約6．1m、 北壁約5．4mと 、

ややゆがん では いるが、南北に長い方形を呈す る。また、東北 ・東南のコーナーは方形を呈

するが、 西北 ・南西のコーナーは丸を帯びている為、一応隈丸方形 を呈する平面 プランであ

ると考え られる。床面か らは7つ の ピッ トが検出 されている。 カマ ドは東壁 に構築 され、

煙道を有す る。本住居跡の総 面積は約41m2、 掘 り方を有す る住穴 に囲まれた住居跡 中央部

の面積は約14m2で あ る。中軸線は 、N－3° －Wを 呈している。

〔覆土 〕5層 か らなってい る。1層 とその上層を覆 っていた堆 積土層は黒褐色土 と黄褐色

土を呈 している。1層 と2層 は 、自然堆積と思 われるが、3層 、4層 、5層 は焼 土な どを

含む もので、壁の 自然破壊 による堆積 と考え られる。

〔壁 ・床面 〕各壁ともに確認 された。壁高は 、東壁約50cm、 南壁 約40cm、 北壁約36cmを

測 るが、西壁は約6cmを 残す にす ぎない。東壁 ・南壁 ・北壁は床 面よりほぼ垂直に立 ち上

が ってい る。西壁は床 面より約65°で立ち上が ってい る。床 面は 、黄褐色ローム層 を堅 くた

たきしめてい る。

〔ピッ ト〕本住居内に14個 （P1～P14） の ピッ トが検出された。P1～P4は 本住居跡

の柱穴と考え られ る。いずれ も明瞭な柱痕の周 囲には堅 くたた きしめられた黄土 ロー ム ・

暗灰褐色土な どが埋め られてい る。P1、P2の 掘 り方は、平 面が不整円形、断面が 「V」

字形を呈 して いる。P3、P4は どちらも、掘 り方と柱穴が二つずつ接 続 した形を呈 している。

深さは約45～65cmを 測 る。P13、P14は 、東壁カマ ドの両袖外側 に相対するように位置

する。長径約150～170cm・ 短径約85～100cm・ 深さ約20cmの 楕 円形を呈す る貯蔵 ピッ

トと考え られ るが 、遺物 は何 も出土されなか った。南壁中央近 くに、長径約190cm、 短径

約55cm、 深 さ約12cmの 長楕円形を呈す るピ ッ ト状の ものも認め られたが、用途は不明で

ある。各壁 直下 にも小ピ ッ トと見 られるもの が8つ （P5～P12） ほど検 出され 、支柱穴と

考えられる。西壁の中央にP8、 その線上 南にP7が 検出され たが 、 これは 出入 口の 門柱と

考え られる。

〔周溝 〕東壁 ・南壁 ・北壁側 には周溝と見 られ るものは検出 されないが、西壁側のP3か ら
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南へ約2m・ 巾約45cm、 深さ約20cmを 測 る溝状の掘 り込みと、南 西コーナー に、深 さ約20

cmの 溝状の掘 り込みを呈す るが 、一部分であ って 、周溝というには程遠 く、性格等は不 明

である。

〔カマ ド〕東壁の ほぼ中央に構築 されている。焚 口部の最大巾は約180cm、 焚口の巾約80

cm、袖部の高さ約30cmで 、焼土量が多 くかな り燃焼度が高かったもの と推定 され る。右袖

部に長さ約23cmの 木炭片が二片混入 してい る。住居跡外 に煙道があ り、その長さは約190

cmを 測る。煙道は 、床面 より約300mの 高 さか ら伸 び煙 出し部分と地表の差は約45cmを 測

る。また、焚 口部周辺は 白色粘 土で固め られてい る。

〔遺物 〕本住居跡か らは、本遺 跡の中で他の住居 跡に比べ、多 くの土 師器片 、須 恵器片、と

硯片 、ヘ ラ書 き土器 、長頸壷片、鉄製品等が 出土 した。硯片は床 面に密着 して出 上してお

り遺構 にと もない底 部に「佛 」文字のヘ ラ書 きの杯 も床直上覆土二層 面より出土 してい る

もの で、本住 居跡 に伴 うもの と推 察される。波状 文の甕 はP14よ り出土 し、その他は床面

検 出作業で露 出 したものである。

土師器 （第4図 第10図 ）

高台付杯 （1・3・6）1は 南東コーナー床面か ら出土してい る。約1／3が残存す る杯で

あ る。3は カマ 附 近南 ピッ卜内出土で、底部 と体 部約1／4残存す る。6は 覆土内2層 よ り

底部のみ出土 してい る。高台 部は 欠損されてい る。3点 共成形は ロク ロによ る。1・3は

回転ヘ ラ切 りで切 り離 し、高台は 張 り付 けられ、 回転 ヘラ調整が施 されている。内面は黒

色処理 され、多方向のヘラミガキが入念に施 されている。6は 体面底部は回転ヘ ラ調整が施

されている。又 、 「佛 」と判読されるヘラミガキの線刻文字がある。内面は黒色処理 され、

ミガキが加え られ ている。

杯 （2・4・5・7～12）2は 覆土内第2層 よ り出土 している。体 部か ら口縁 部の約1／5

残存す る破片で、底 部は欠損され不明である。外 面体部は手持ヘ ラケ ズ リ後 、ヘ ラ ミガキ

が施 されている。 内面は緻密なヘ ラミガキが施 され、内外面共黒色処理 されてい る。4・

5・7～12は すべ て ロクロを使用 して いる。5は カマ ド北側 ピッ ト内よ り出土 しているが、

その他は覆土内よ り出土 している。8は ほぼ完形 であるが、4・5・7は 約1／4残存。9は 約

1／
2、11が 約3／4残存・12が 約1／2残存す る。いづれ も平 底であ る。4・5・9～11は 回転ヘ ラ

切 りで切 り離 し、体部下半に回転 ヘ ラ調整が施 されている。7・8・12は ロクロ成 形後 、体

部下半と底部に手持 ちヘ ラ調整が施 されている。2を 除 く全点共、内面に黒色処理がなされ、

丁寧なヘ ラミガキが施 されている。

甕 （13） 体 部上半 と口縁部約1／5残存である。覆土 内よ り出土 してい る。体部よ り口縁部

にかけて 「く 」の 字に外傾す る。成形は ロクロ使用 。外面体部は縦方向のヘ ラナデ調整 さ

れ、口縁部は横 ナデ調整されてい る。内面は黒色処理 されてい る。 口縁 部の一部に ミガキ
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第2図 第1号 住居跡実測 図
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第3図 第1号 住 居跡 カ マ ド実 測 図

痕 が わ ずか に み られ る。

鉄 製 品 （第5図 ）

釘 （14・15）14は 南 側 ピッ トP1内 よ り出土 し、15は 床 面 よ り出土 して い る。断 面形 は 、

丸 と 方 形 であ る。14は 長 さ7．7cm、15は 長 さ9．5cmを 測 る。

刀 子 （16） 覆 土 内 第2層 よ り出 土し て い る 。刀 子破 片 で 、2片 が一 個 体 で あ る。刀 部先 端 が

約8mm、 元 が1．5cmを 測 る。

ま ち

関部は上端 だけ、段を有す る。
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須恵器 （第5図 第10図 版 第11図 版 ）

壷 （17・18・20・21）17・21は 付 台を持 った壷 で、床 直 上2層 より出土 している。体

部下半 と底 部約1／3が残存 す る。体部はやや 丸味を帯びて立ち上が る。内外面共ロク ロ目が

残 るが 、21は 特に内面が顕 著で ある。色調 は2点 共青灰色で焼成は良好であ る。17の 脚部

に自然釉が付 着している。18・20は 遺構覆 土内2層 よ り出 土した。18は頸 部と肩部 にかけ

て約1／3が残 存、20は頸 部のみ で約1／3が残存 であ る。18の 頸部はハ リツケによる結合痕が見

られ る。色 調は白灰色 を呈 し、自然釉で光 沢がある。頸径6cmを 測 る。20は 頸部に リング

があ り外 面 自然釉が付 着 している。色調は 外面黄緑色を 呈して いる。頸径7．2cmを 測 る。

杯 （19）東北角床面よ り断 した。ロクロ成 形の平底の 杯であ る。約1／2が残存す る。底部

より体 部へ直線的に広が りを持って口縁 部に至 る。外面底部は 回転ヘラ切 りで無調整、体

部下半 に回転ヘラ調整が施 されている。色調は外面白灰色、 内面灰黄褐色を呈 してい る。

胎土は 密で焼成は良好であ る。

硯 （22）第1層 覆土内よ り出土 した硯 面の一部の破片である。上面径は推定で約9．6cm、

厚 さ7mmを 測 る。胎土は密 で、色調は内外面 共灰色を呈 して い る。

甕 （23～25）23・24は 第2層 覆土内、25は カマ ド付近 より出 土している。同一 個体 とも

考え られ る。23は 肩部、24は 頸部から口縁 、25は 底部と体 部下半にかけての 破片であ る。

成形は ロクロで、23・25は 外面平行叩 き目、底 部下端 に手 持ヘ ラ調整 され、内 面はヘラナ

デ調整が施 されている。24は 外面頸部に8本 単位の波状文 様が施 されてい る。内面は頸部

か ら口縁 部に横ナデが見 られ る。色調は3点 共暗茶灰色を 呈 し、胎土は密で焼成 は良好で

あ る。

第1表 第1号 住居跡 出土土器一覧表
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第4図 第1号 住居跡 出土遺物実測 図
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第5図 第1号 住居跡出土遺物実測図
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第2号 住居跡 （第6・7・8図 、第4図 版 ）

〔検出状況 〕C～D－4グ リッ ドよ り検出された竪穴住居跡で1号 住 居の北側 に位置する本

遺跡の住居跡 としては最も大規 模 を呈するもの であ る。暗黒 褐色土 砂粒質土層 に掘 り込ま

れている。又保存 状態は良好 であ る。

〔プラン、規模 、方向 〕東西 、南北長のほぼ 同じ隅丸方形を呈 し、カマ ドは2基 検 出され

た。検出地点は北壁中央部面と東壁中央面の2地 点であ る。 プランの 北辺は8m、 東辺 は

7m35、 南辺 は7．60m、 西辺は7．55mを 測 る大規 模な住居跡であ る。本住居の中軸線 はN

－7°－Wで あ る。

〔覆土 〕大き く6層 に分かれ る。第1層 は黒褐色 を呈する層で砂質が 含まれ、比較的 やわ

らかい。第2層 は 暗黄褐色土 、第3層 は明黄褐色土 で砂の量が少な く硬い。第4層 は 暗黄

褐色土で焼土粒が多量に含 まれ てい る。第5層 、第6層 は壁の崩壊が 堆積 したもの と考え

られる。

〔壁、床面 〕壁 高は25cm～50cmを 測 る。北壁 、東壁、南壁は床 面よりほぼ垂直に立 ち上 り

保 存状態も良 い。西壁は第1号 住 居跡と同様傾斜地の ため自然崩壊 によると推定され る。

床 面は黄褐色土 を掘 り込み構築 され、また西北コーナー付近床面全体に焼 土が検 出され 、北部

の カマ ドを破壊 し、床面に焼 土を埋 める状態で貼 られ 、つ くり換え られ たと推察され る。

〔ピット〕柱穴 ピッ トは全体で17個 検出された。主柱穴は4本 （P1～P4） で掘 り方を も

つ不整円形で、いずれも保存状態 が良 く、明瞭な柱痕が見 られ、間隔は3 ．8mと ほぼ等間

隔 を呈 してい る。その他貯蔵 ピッ トが3個 検出され 、P18、P19か ら多数の土器片が出土 し

た。

〔周溝 〕周溝は幅15～60cm、 深 さ20cm程 の規模 をも って、住居跡の壁 に沿 う形で検 出 さ

れ た。周溝の堆積 は 自然堆積 によ るもの と思われ 、灰黄茶褐色土1層 よ りなる。北西の コー

ナー角に、雨落溝の溜池とも考え られ る土壙が検 出された。今回の調 査では深さ等は未 調査

に終 った。

〔カマ ド〕カマ ドは2基 検出された 。検出地点は 北壁中央と東壁中央 面の2ケ 所であ るが

北壁カマ ドは煙道の みで住居使用 半 ばで廃絶 され たと思われる。東壁 カマ ドは地 下式の長

い煙道をもち、両袖端 部に壷が おかれその上 に粘土 で しっかり構築 されている。 カマ ドの

周 囲か ら集中的に遺物が検出された。

〔遺物 〕遺物検出状況は、カマ ド周辺に集中 して 出土 した。カマ ド北側 貯蔵穴 （P19）に壷

が倒れた状態で検出 された。又長甕 、ロクロ成形杯 、須 恵器、砥石等が床面より出土している。
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第6図 第2号 住居跡実測図
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第7図 第2号 住居跡 カマ ド実測図 （東）

土師器 （第9図 ）

高 台付杯(1)覆土 内第2層 よ り出土 した。底部と体部約1／4が残存する。杯 部はロクロ成 形

されており、切 り離 しは 回転糸切 りによ る。高台貼付後 、外面底部と体部を ロクロナ デ し

て い る。内面は黒 色処理 され、中央 に細かいヘラミガ キが施されてい る。

杯 （2～7） ２は （柱 穴）P4内 より出土 した。底部か ら口縁部にかけて約1／3が残存す る。

底 部よ り体部へ丸 み を持って内湾す る。底部切り離 しは 手持ヘラケズ リで外 面ヘ ラケ ズ リ

調整 が施されてい る。内面は黒色処 理 され磨滅が激 しいが ミガキがわずか に見られる。3

～6は すべてロク ロが使用されてい る。5は 床面カマ ド付近より出土 したが 、その他は 覆土

内第2層 より出土 したものである。いずれ も外面は ロク ロ目が明瞭であ る。回転ヘラ切 り

で切 り離し、の ち底 部か ら体部下端 に回転ヘラ調整が施 されてい る。4は 手 持ヘ ラ調整 に
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第8図 第2号 住居跡 カマ ド実測 図 （北）

よる。内 面は黒色処理され 、丁寧なミガキが施 されている。7は 覆土内第3層 床 直上より出

土 した 口縁 部の破片であ る。口縁部が強 く外反す る杯であ る。内外共黒色処 理 され、のち

横方向のヘ ラケズ リが施 され ている。

須恵器 （第9図 第13図 版 ）

高台付杯（8）覆 土内よ り出土 した底部か ら口縁 部にかけて約1／3が残存す る。高台の 開きが

急 で裾先端 部がわずかに屈 曲 し、口縁部で外反す る。ロク ロ成 形 で焼成は良 く胎 土は緻密

で色調は灰 色を呈してい る。

杯（9）は遺 構確認面第一層 よ り出土 した底 部欠損の杯であ る。 ロクロの成形 で焼成 が良く、

色調は灰色 を呈 してい る。

高台付壷（10）覆土内第2層 よ り出土 した底部 と体 部下半約1／5が残存する破片 である。高台

は付高台 で外面はロク ロによ って仕上げ られ ている。高台は 低 く直線的に開 く中型の壷で

ある。境 界は きれいな一線 を呈 している。外 面は灰色を呈し、良 く焼成 されて い る。
つまみ

蓋 （11）覆土内第2層 よ り出土。蓋の鈕部片 で中心部に約5mmの 突起が見 られ る。全体に

黄緑の釉 がかけ られてい る。胎土は陶質で緻 密であ る。遺構 との 関連は不 明であ る。

鉄製 品（12・13）覆土 内第1層 より出土 した もので12は 用 途不 明の鉄製品で茎状を呈し

―20―



長 さ13．70mを測 る。13は 断面か ら刀子と考え られ る。長 さ6．3cm、 巾1．1cmを 測 る。

把手 ？（14）床 面上より出土 した土師質の甑の把 手 と思われる。中 央に径4mmの 一孔 を穿

つ。長さ2cm、 巾2．1cm、 厚 さ0．7cmを 測 り、色調 は明黄褐色を呈 している。

土師器 （第10図 第12図 版 ）

甕（15～19）15は ピッ ト内（P19）よ りほぼ完型で 出土 している。平底で体部はやや丸み を

持 って立 ちあが り、口縁はほぼ直立す る小型の鉢型 の甕である。外 面体 部は麿滅が激 しい。

内面は横方向のヘ ラナデが施 され 、底部に木葉痕が 見 られる。内面は体 部、底部共ヘ ラナ

デ、口縁部は内外 面共横ナデが施 されている。16・17・18・19は 長胴型の体部を有 し、口縁

が強 く外反す る。17は 底部が欠損 す る。4点 共ほぼ完型 で出土 してい る。胴部は縦方向のヘ

ラナデと判断され る。16・18・19は 底部に木葉痕 が見 られ、内 面体 部に粘土紐痕 が残 る。

4点 共東かまど付近 で、16・18は カマ ド左側 ピッ ト（P19）内、17は 東カマ ド右袖部 、19は

東カマ ド右袖付 近 よ り出土してい る。

須 恵器 （第11図 第13図 版 ）

甕 （20・21）2点 共覆土内第2層 よ り出土 した破片 であ る。20は 頸 部から口縁 部にかけて

波状文様が施 され 、21は外面体部 平行 叩き目、頸部 に横 ナデが施 されてい る。成 形は ロクロ

成 形で、内面粘 土紐痕はヘ ラによって調整 されてい る。焼成は良好 で、色調は濃灰色を 呈し

ている。

石製品 （第11図 第13図 版 ）

砥石 （22・23）22は ピット（P19） 内より出 土したもので全面良 く研麿 されてお り、側面

に鋭利な擦痕が数 本み られる。長さ23．6cmを 測 る。23は 覆土内第2層 より出土 したもので、

全体 に丸みをお びてい るが2面 がV字 形に研麿 されてい る。長 さ14．5cmを 測る。

第2表 第2号 住居跡出土土器一 覧表
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第9図 第2号 住居跡 出土遺物実測 図
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第10図 第2号 住居跡出土遺 物実測図
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第11図 第2号 住 居跡出土遺物実測 図
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第3号 住 居跡－1（ 第12・13図 第5図 版 ）

G－6グ リットの位置に検出 され、12号住居跡 を3号 住居跡が切 っている。標 高は287．3m

である。

〔検出状況 〕3号 住居跡は昭和40年 の開畑に よって上層の土は 削 り取 られ、遺構 上の包含

層は ほとん ど少 なく、畑の耕 作等 によって、遺 物包含層が耕作 されていた。この 為遺物が早

くか ら表採 されていたため、天開遺跡の所在 が明 らかにな って いた区域であ る。

〔プラン・規模、方向 〕東西5．5mの 竪穴住 居跡 であ る。南 に3号 住居跡によって切 られた

12号 住居 跡がある。遺構の残 存状態は良好 で竪穴の掘り方は30cmと 平均的であ る。

方位は南北軸が西に14°振 れている。竪穴の壁 は地山に掘 り込んでいる。

〔覆土 〕5層 に大別され 、層 序は 自然堆積を 呈 している。床 面 直上層には本炭 、焼 土等が

含 まれ、特 にカマ ドの周辺 か らは焼土、木炭 が大量に検出 され 、土師器 、須恵器の 破片が

出土 してい る。

竪穴住居跡 内の南北ベル トの層序によると、１褐色土層 （砂質 包含 ） ２褐色土層 （木

炭包含 ） ３ 褐色 土層 ４暗褐色土層 （木炭 、土器片、砂質包含 層 ） ５褐色土黄色土混

合層か ら成 ってい る。

〔壁 ・床 面 〕壁は各壁ともに検 出された。この壁 は床面か ら65°～80°で立ち上が り、高 さは

北壁で50cm、 西壁で45cm、 南 で25cm、 東で20cmを 測る。床 面は平坦で固くしま っている。

北壁沿いの 床面か らは焼土が 多量に出土 した。 また東壁中央 部1．5mの 床面と南壁 中央部の

1．5mの 床面が径50cmの 広 さに焼 け固まって検 出された。

柱は 四本 （P－1、P－2、P－3、P－4） が検 出され、掘方は45cm、 柱の径は20cmを 測る。

側柱は 四方の 立上り壁に掘 り込 まれ17本 が検出 された。

〔ピッ ト〕P5北 壁 に設け られたカマ ドの右側 に検出された。長径1．2m、 短 径80cmの

楕円形 で、最 も深いところで46cmを 測る。底 面はナベ状に凹み 、壁はゆるやかに 立上って

いる。

P6P1の 南30cmの 東南 コーナーの角にほぼ方形に検出された ピットである。東西80cm、

南北60cm、 最 も深いところで30cmを 測 る。底 面は ほぼ平坦で 、壁の立上 りはや や 急 であ

る。 この ピッ トは住居使用時 は開 口していたものと考えられ る。

P7は 西南 コーナーに接 して検出され、長径1．5m、 短径1m、 深 さ43cmを 測 る。 この

ピッ トは西壁 と南壁に接 して検出 された周溝 に接続 し、最も底位 置にあ る。

〔周溝 〕周 溝 －1は 東、南、西壁 に接 して検 出された外側周溝は コ字型に設置 され 、東周

溝の巾約30cm、 長さ4mでP－6に 接続 し、南は1m～30cmと 不 整形の周溝が3mに 及び、

P－6、P－7に 接続してい る。西周溝は巾約40cm、 長さ4 ．5mでP－7に 接続 している。

周溝－2は 住居跡中央に検 出された4本 の柱の うち、P－2、P－3、P－4の 中 間に設
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置された。西内部周 溝はP－4、P－3中 間に検巾25cm、 長 さ2．5m、 深さ20cmで 南内部周

溝 はP－3、P－2間 のP－3寄 りに検出 され、巾35cm、 長 さ1．8m、 深さ20cmを 測 る。

〔カマ ド〕北壁の中 央部に位置 してい る。ほぼ完全な形で カマ ド、煙道 、煙 出 し部が検出

された。袖部は粘土 によ り継足 してい るのが、その芯材には長甕の内部に砂を入れ、口縁

部を下に伏せ られ 、粘土により構築 して いる。残存長右袖で1．5m、 左袖 で1．4mで 袖幅は

ほぼ同一であ る。袖 部の構築は床面調整後 、7cm前 後の厚 さの暗褐色土を敷 きつめた上に、

粘 土質の袖材 によって築き上げてい る。燃焼部奥壁は住居蹟壁 面がそのまま奥壁となって

い るが煙道は奥壁の14cm、 上部か ら北方 に内径30cm、 外径50cm、 長 さ2．7mの 長さで作 ら

れてい る。両側壁の 立 ち上がりかたか ら半地下式煙道 と考 えられ る。煙出 し部は直径65cm

で 、底面より8cm深 い ピットを掘 り込ん でい る。ピ ッ ト内部か ら底部の欠損 した甕が底部

を 下に して斜めに なって出土 してお り、煙出 しの煙 突 として用い られた ものであろう。煙

道 は約8°先端に高い傾 斜をしてい る。

第3号 住居跡－2（ 第12・13図 第5図 版 ）

G－6グ リッ ト内の標高285．3m付 近 で発見された。3号 住居跡に切 られている。

本遺跡は3号 住居 に接 してお り、先の 開畑工事によ り上層部の表土は削平 されているた

め、遺物包含層が露 出 しており、不 明である。

〔プ ラン・規模 ・方 向 〕現存す る遺構 は住居跡の西部1．5mの みで、東部は3号 住居によっ

て切 られてい る。現 存す る住居跡の規模 は、西壁4m、 北壁に8m、 南壁1．3mを 測 る。南

北 軸は真北 より22°西 に振れている。

〔覆土 〕4層 に大 別され、層序は 自然堆積を呈 してい る。3層 は10ｃｍ程度の 、ロー ムと黒

色土を混ぜ合わせ た黒褐色砂粒を含 み固まって残存 している貼床であ る。床面か ら杯、甕

の 破片が出土 して い る。

〔壁 ・床面 〕住 居跡の 大部分は3号 住居跡に切 られて破壊 されているが、西辺側 で1．5m遺

存 している。西壁 の高 さは30cm。 床面か ら75°の角度 で立 上が り、北壁40cm、 南壁は15cm

を測 る。床面は 固 くしまった貼床 である。

〔ピッ ト〕南西 隅に検 出されたコーナー部のP－1は 径30cm、 深さ25cm、 これ に接 して 径

45cm、 深さ15cmの 皿状の浅い ピ ットである。北 西隅に検 出された ピッ トいずれ も浅い。

P－2は 北壁 コーナ －1m東 寄 りにあ り、径32cm、 深 さ30cmを 測 る。

〔周溝 〕西壁添いか ら北西コーナーをまわり北壁添い に周 溝が検出された。西壁 で1．5m巾

30cm、 深 さ5cmを 測る。北壁は長 さ1m、 巾20cm、 深 さ3cmを 測る。

〔カマ ド〕検出され なか った。

〔遺物 〕第3号 住 居跡 －1・2は2つ の住居が切 り合 ってい る為、両遺構から出土 した遺物
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第12図 第3号 住居跡12号 住居跡実測図
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第13図 第3号 住居跡カマ ド実測図

は、第3号 住居出土遺物 と して処理した。 遺物はほとん ど床 面か ら出土 してい る。主にロ

クロ成 形の土師器、長甕 等が 出土 してい る。土師器の中に墨 書土器が3点 、 カマ ドの袖の

芯材に使用 したと思 われ る長甕が2点 、内黒の土師器鉢が2点 、その他実測 可能 な土器が

数点出土 してい る。

土師器 （第14・15図 第14図 版 ）

杯 （1～9）1～7・9は いずれも床 面より出土 した。8は カマ ド東隣ピ ッ ト内より出

土 した。1～9ま です べて ロクロ成形であ る。1は 底部約1／2・2は底部約1／5・4は 体 部の

一部が残存す る。3点 共、墨 書土器片であ る。いずれも外 面体部は回転ヘ ラケ ズ リされ、

底部は、 回転ヘ ラ調整が施 されてい る。 内面は黒色処理の後 、ヘ ラミガキが施 されている。

3は ほぼ完 形で、5は 口縁 部からは体 部にかけて約1／3・7は約2／3・8は3／4・9は約1／2が残存

す る。いず れも外面体 部は 回転ヘラケズ リされ 、底部は回 転ヘ ラ調整が施 されてい る。内

面は黒色処 理の後、体 部の 上部は横方向、下部は縦方向の ヘ ラ ミガキが施 されてい る。5

の底部は欠 損しているが、7・8・9は 底 部よ り体 部にかけて 、ゆ るく立 ち上 り、口縁部に

かけて外傾 する。8の 底部 内面中央は若干隆起 している。6は 体 部か ら底 部へかけて約1／3

残存の、底径約4．2cmを 測 る小型の杯であ る。内外面共 黒色 処 理が施され て い る。外面体
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部は回転ヘ ラケズ リされ、内 面はヘ ラミガキ痕が わずかに見 られ る。体部は丸みをおびて

立ち上が り、体 部は内湾状を呈 している。小型 に しては約5ｍ ｍ程の 器厚があ る。

甕 （12・13・16～19）12は 煙道部先端よ り出土 した口縁 部約1／4が残存す る破片である。

胴のは らんだ甕 で口縁部は強 く外反する。内外 面共 ロクロ目が残 る。13は床面よ り出土 し

た底部と体部下半約1／5残存す る破片 である。底 部 より体部へ直立 して立ち上 る長胴 形の甕

で、外面はハケ 目調整で、内面はヘ ラナデ調整 が施 されてい る。底 部に木葉痕が 見られる。

胎土は粗であ る。16は 床面よ り出土 した。口縁 部、胴部が約1／3残存す る。胴部に張 りをも

ち、口縁部にか けて内湾し、口縁 部で「く 」の 字に外反す る。外 面調整は胴部 にヘラナデ、

口縁部は横ナデが施 されてい る。胴 部全体 にハ ケ 目と見られ る線 が数本見られ る。内面調

整は、胴部にヘ ラナデ、口縁 部 に横ナデが施 され 、胴部に粘土紐 の引 き伸 ばし痕 が見 られ

る。17は 覆土 内より出土 した口縁 部約1／5の破片で ある。体 部はほ ぼ 直立 してお り、口縁部

で急に短か く外 反する。外面体 部上半に ロクロ成形の跡と、ヘ ラナデが施され てい る。内

面は黒色処理の 後、一部に横 方 向の ミガキが施 されている。18は カマ ド右袖か ら出 土 した

長甕で、ほぼ 完成 品であ る。19は カマ ド左袖か ら出土した底 部欠損の長甕 である。両甕と

もカマ ド袖の芯 材に使用 した と思 われる。2点 共 、体部は内湾 して 立ち上がる長胴形の甕

で、口縁 部は強 く外反す る。最 大径は体 部中位に 位置する。外 面調整は、口縁 部に横ナデ

の後、その上 にヘ ラナデ調整が 施 されてい る。体 部には縦方向の ヘ ラケズ リが見 られ る。

内面調整はヘ ラナデで、口縁部 は横ナデが施 され ている。粘 土紐 に よる成形であ る。18は

底部に木葉痕 を残す。

鉢（14・15）2点 共、床面 より出土した。14は 体 部下半か ら底 部にかけて約1／5残存の破

片 である。ロク ロ成形で、口縁 部は内外 面共横ナ デが施されてい る。 内黒処 理が施 され、

ミガキは見 られない。15は 口縁 部 と体部の一 部約1／5残存の破片 であ る。外面体 部下半に手

持ヘ ラ調整が施 されてい る。 内面底部はナデ調整 がわずかに見 られ る。内黒処 理が施 され

てい る。

須恵器（第14図 ）

甕 （10・11）10は 覆土内第1層 ・11は床面 より出土している。10は 体部の破片で 、外面

は平行叩目が施 されている。11は 底部と体部下半約1／6が残存す る。外面底部は手持 ヘラ調

整が施され、体 部は縦方向のヘ ラナデ、内面は 横方向のヘ ラナデが 施されてい る。2点 共

胎土は粗で、色調 は外面明灰 褐色 を呈 してい る。

第4号 住居 跡 （第16図 ）

〔検出状況 〕耕作により削平が はげ しく、破壊 を大 きく受けているため、用途については判

断がむずか しいが 、墨書土器 片等が 出土してお り、一応住居跡 と推 定 した。本住居 跡は遺

跡の東側F－6グ リットに位置 し、 南西に炭 ガマ跡が隣接 してい る。炭ガマ跡は炭化 物の状
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態か らみて、中 世以 降の もの と考え られ、その為 南側 が大きく破壊 されてい る。

〔プラン・規模 ・方向 〕本住居跡 は東西2．0m、 南北 は東壁、西壁部 で1．5m、 中央 で2．1m

の やや南壁につ き出した方形 を呈 す る小規模の住居跡 と推定 した。中心線 は南北軸方向N

－20°－Wを 示す 。

〔覆土 〕2つ の 層に 大別 され、自然堆積と思われ る。床面までの深 さは浅く5cm程 度 で暗

黄 褐色土層で、2層 は ピット内堆積 で黄 褐色土層 を呈す る。

〔壁 、床面 〕北 壁 は3cm、北東コーナーで9cmを 測る。南壁は破壊されてお り、壁と断定 でき

ない。床面はほ ぼ平坦 であり、細 かい 土師片が多 く含まれた黄褐色土 でしまりは粗雑。

〔ピッ ト〕長 さ東西50cm、 南北40cm、 深さ18cmの 用途 不明の ピッ トが検出されたのみ で

柱穴 らしきもの は検 出されなか った。

〔周 溝 〕検出され なか った。

〔カマ ド〕カマ ドと断定できるものは発見されなか ったが、南側 くぼ みの土層中に焼土粒

が 混入 されてお り、カマ ドとの 関連が考え られ るが 、炭焼ガマが隣接 しており断定す るこ

とはむずかしい。煙 道と思われる ものは検出され なか った。

〔遺物 〕検出作 業 で露出したものが多 く、ロク ロ成 形土器杯、甕、墨 書土器片等が出土 し

た。墨書片の 中に 「聡 」の字 を判読出来 るもの も含 まれている。

土師器 （第17図 第15図 版 ）

杯（1～3）3点 共、床面上層 部確認面より出土 した ロクロ成形の杯 である。1は 、高台

付杯 で、底部の み 出土した。高 台部の径6．9cm、高台 部の高さ1．1cmで あ り、内黒であ る。

内面は摩滅が 激 しいが、一部に横方向のヘ ラ磨 き痕 が見 られる。底 部は回転ヘ ラ切 り後 、

高 台を張 り付 け、 ナデによる調整を加えている。 外面底部に 「本 」と判読できる墨書銘が

ある。2は 、底 部の み約1／3残存の墨 書土師器破片 であ る。内面は黒色処理が施され 「× 」印

第3表 第3号 住 居跡出土土器一覧表
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第14図 第3号 住居跡出土遺物実測図
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第15図 第3号 住居跡出土遺物 実測図
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が刻字 され てい る。一部欠損 してい るが、 「聡 」とも判読できる銘がある。3は 、底部の

み約1／3残存の 墨書土師器片であ る。底部は平底 で、回転ヘ ラ調整 が施され、内面 は黒色処

理され、ヘ ラ磨 き痕が見 られ る。

甕 （4～5）2点 共、覆土内 より出土してい る。4は 口縁部のみ約1／3、5は 全体の約1／3残

存してい る。4と5共 に、口縁部が強く外傾 し、 「く」の字を呈 し、ロク 言成 形の甕 であ

る。5は 、内外 面の体部下半に、縦方向の軽いヘ ラケズ リが施 され てい る。

第16図 第4号 住居跡実測図

第4表 第4号 住居跡出土土器一覧表

第5号 住居 跡 （第18・19図 第6図 版 ）

〔検出状況 〕C－9グ リッ トにおいて堆積の黒色土 面より検出され た住居跡 である。 今回

調査での最北端 に位置 し、西側には9号 住居跡が 方向を同じくして確 認された。遺構 は黄

褐色土のク ロー ム層 を掘 り込ん で構築されてお り、かなり良好な状 態で残存を呈 している。

〔プラン・規模 ・方向 〕東西約5．4m、 南北約6．0mを 測る長方形の プランで中軸方向はほぼ

真北を示す。 カマ ドは北壁の中央か ら東寄 りに構 築 ざれてお り、北 東壁コーナーには貯蔵穴
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第17図 第4号 住居跡 出土遺物実測図
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と考え られる深 さ約60cmの ピッ トがあ る。またカマ ド西側の北西コーナーには、長さ90cm、

短軸20cmを 測 る棚 状の部分が確認 された。

〔覆土 〕黒色土 を含む暗黄褐色 と、一部に藁状の 残痕 を含む黄茶褐色の2層 より構成され、

北側が20cm南 側が5cm程 度である。又住居跡の南の隅にしまりの悪い明褐色土が堆積 している。

〔壁 、床面 〕壁は各壁共しっか りした状態で検出 された。西壁は30cm、 東壁、北壁 はわず

か18cmを 残す にす ぎない。 また床 面はローム層 を掘 り込んで構 築 され、かなり硬 くしまっ

ており、敷きつめ られたと考 え られ る藁状の植物痕 も確認 された。

〔ピッ ト〕P1～P27及 び貯蔵穴 ピッ トの計28個 の ピッ トが検出 され た。本住居 跡の主柱

穴 と考え られ るピッ トはP1～P4の4本 と考え られ、しっか りと ロー ム層を掘り込 まれて

いる。柱間はP1～P2が2．2m、P3～P4が2．5m、P2～P3が2．5m、P1～P4が2．5m

と等間隔であ る。またP7～P20は 支柱穴と考え られ、特にP12、P13は 入口施設 に伴うも

の と思われる。貯蔵 ピッ トは北 東 コーナーにおいて 検出され、長径約1．4m、 短径1．3mを

測 る隋円形を呈す る。P21～P23は 支柱穴 とも考 え られるが性格は不 明である。又壁 面に

掘 り込まれた支柱穴 と思われ る ピッ トは深さ40cm～50cmと しっか りしたものであ る。

〔周溝 〕カマ ドを中心と して、東壁 と西壁に周 溝 と考えられ る溝状遺構が確認され た。西

壁の ものは、幅約10cm、 深さ約10cmを 測る。東壁 の ものは幅約15cm、 深さ約5cmを 測 る。

断面は 「U」 字状を 呈する。

〔カマ ド〕北壁 中央に構築 され てい る。燃焼部は 上面で幅73cm、 奥行約90cmを 測 り、袖は

黄色粘土をか ためて構築されて お り、左袖長さ78cm、 基座部幅35cm、 右袖長さ80cm、 基

底 部幅25cmを それぞれ測る。煙道 は、上面で最大幅50cm、 長さ1m30cm、 底面最 大幅30

cm、長 さ1m15cm、 深さ10cmを 測 る。また、煙道 部の 西隣 りには円筒土器の半欠 がつぶれ

た状態で検 出された。これは煙道 に付属す るもの と思 われ る。焚口付近に土師片 が多 く出

土した。

〔遺物 〕覆土 内及び床面より、土 師器杯、円筒土器 、甕、壷、鉄製品が出土してい る。杯

には「＋ 」字の ヘ ラ記号が刻 され ている。また、カマ ドの前面か らは吹 子破片が出土 している。

土師器 （第20・21図 第15図 版 ）

杯 （1～8）1～3・8は 覆土内 より出土した。1は 底 部約1／4残存 の破片である。外面底部

に木の葉痕を呈 す る。体部は手持 ちヘ ラケズ リで、 内画は黒色処 理の後、ヘラ ミガキが施

されている。2～8は ロク ロ成 形 で、内黒処理が施 されている。2・3・5は 底 部と体部の

境が明瞭で、直線 的に立ち上が り、口縁部に向けて外傾す る。外面は 回転ヘラケズ リに よ

る調整がなされ 、内面は黒色処理の 後、上端部は横方 向、下端 部は縦方向のヘ ラ ミガキ調

整が施されてい る。いずれ も覆土 内第1層 より出 土したものである。4は 柱穴 より出土 し
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第18図 第5号 住居跡実測図
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第19図 第5号 住居跡カマ ド実測 図

た約3／4残存の杯で、6と7は 、カマ ドの 東 ピ ット内より出土 した。3点 共 底部 より体部へ

かけ て丸みをおびてお り、境 目が不明瞭で ある。4と7は 体 部が丸みをおびなが ら、口縁

部へ外 傾 してい るが、6は ほぼ直線的に外傾 している。 いずれ もロクロ成 形で、黒色処理

の後 、ヘ ラミガキが施 されている。7は 底 部外 面に 「＋ 」印の線刻がある。8は 口縁部か

ら体 部へ かけて約1／7残存の 破片である。体 部より口縁部へ 広 く外傾する。 内面は黒色処理

の後 、横 一方にヘ ラミガ キが施されてい る。

円筒土 器（18）カマ ド煙道 部の西側 より出土 した。口縁 部か ら底穴まで約1／2残存する無底

式の 円筒 土器である。 外 面調整は手持ちヘ ラケズ リの後 、口縁部に横ナ デが施 されている。

体部下半 に粘土の引き伸 ば し痕が見 られ る。 内面調整はヘ ラケズ リ、口縁 部に横ナデが施

されて い る。体部の所 々 に粘土の引き伸 ば し痕が見られ る。 口径が底径 より若干長い円筒
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形を呈す る。

甕 （19・21・22）3点 共覆土内より出土 した。19は口縁部のみ約1／5残存する。 「く」の字を呈

す る。 内外面共摩滅が激 しいが、口縁部は横ナデがわず かに 見られ る。21は 底 部と体部下

半約1／3残存す る。22は 口縁 部と体部上半約1／5残存する。21は 平底を呈 し、ゆるやかに外湾

す る体 部を もつ。外面調 整は体部にヘ ラナ デ、底部は手持 ちヘラ調整が施されてい る。内

面調 整は、黒色処理の後 、不定方向のヘ ラ ミガキが施されて いる。22は ロクロ成形 による。

口縁 部か ら体部にかけ て約1／5の破片であ る。 長胴形で、内外 面ともロクロ痕 が見 られる。

体 部か ら直線的に、 口縁 部 まで若干内傾 し、 口縁部で急に1cm程 外反する。

鉢 （20） 覆土内よ り出土 した。口縁部か ら体 部約1／9の破片 である。ロクロ成 形による。

外 面調整は 口縁部に横 ナデが施されてい る。 内面調整は、黒 色処理の後、口縁部に横方向

のヘ ラ ミガキと、体部の 一 部に不定方向の ヘラ ミガキが施 されてい る。体 部はゆ るやかな

丸み をおびて外傾 し、 口縁部で急に1cm程 外反する。

鉄 製品 （第20図 第15図 版 ）9は 覆土 内より出土した。 全長9．3cm、先端 最大巾1．3cm、

基 部の 長 さ約6．2cm、巾5mmを 測る鉄鏃 であ る。10は 床 面よ り出土 した。長 さ6．6cm、身幅
まちぶ

1．9cm、 峯 幅4mmを 測 る。 関 部が 上 下端 と も段 を 有す る刀 子の 破 片 で あ る。11は 柱 穴 よ り

出土 し た 。 長 さ7．4cm、 身 幅1．3cm、 峯 幅4mmを 測 る刀 子の 先 端 の破 片 で あ る。12は 床 面よ

り 出土 した 。 長 さ3．8cm、 身 幅1．5cm、 峯 幅3mmを 測 る、先 端 が わ ず か に残 る 刀 子 の 破片 で

あ る。13は 床 面よ り 出 土 した 。長 さ6．6cm、 身 幅1cm、 峯 幅4mmを 測 る 刀子 の 先 端 の破片で

あ る。14～16は 覆土 内 よ り 出土 して い る 。14は 長 さ3．6cm、 巾8mm、 厚 さ3mmを 測 り、断

面は 細 い 長 方 形を 呈 す 。15は 長 さ5．7cm、 巾8mm、 厚 さ4mmを 測 り、断 面 は長 方 形 を 呈す 。

16は 長 さ6cm、 巾6mm、 厚 さ6mmを 測 り 、断 面は 四角 形 を 呈 す る。 いず れ も 錆 の 付 着が 激

し く 、 原 形 を復 元 で き な い 。 用途 不 明 の 鉄 製 品 であ る。

第5表 第5号 住 居 出 土 土 器 一覧 表
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第20図 第5号 住居跡出土遺物実測図
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第21図 第5号 住居跡出土遺物実測 図

ハ グチ

羽口（第20図17第15図 版7） カマ ド前の 床 面より出土 した。吹口部分が約1／2残存する。

外径約5．5cm、 内径約2．5cm、 長 さ約6．5cmを 測 る。胎土は明褐色を呈し、外面にヘ ラケズ リ

が施 され てい る。

第6号 住 居跡 （第22図 ）

〔検出状況 〕A－8グ リッ ドに検 出された住居 跡 である。本遺 跡の北北西のはずれに位置す

す。耕作 によ る撹乱が遺構 に まで及び、各所 に原形を失ってい る部分が見 られ る。遺構の

約半分が 削平された状態で、保存状態はあ ま り良 いとは言い 難い残存を呈 して いる。

〔プラン ・規模 ・方向 〕東側 、 南側の遺構は 削平 により確認 できなか ったが、削平 を免れた
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北側、西側か ら推定 して、東側約3．5m、 西側約3m、 南側約2 ．5m、北側約3mを 測る、隅

丸方形 （台形）の住居 跡で ある。南北軸 はN－20° －Eを 示 している。カマ ドは撹 乱により確

認されなか ったが、北側 床面 には っきりと した焼土が残存 していた為、北側中 央に位置 し

ていた もの と見 られた。

〔覆土 〕4層 に大別 され、層序は自然堆積 を呈 してい る。3層 には木炭、焼土 等が含 まれ

る。

〔壁 ・床 面 〕壁は北壁、西壁 共、約10cmを 測 る。ゆるやか に立 ち上がり、はっきりした壁と

は言い難い。南壁、東壁 は確認できない。床 面はほぼ平坦で はあるが、南東 に下り傾斜 し

ている。床面北側 には焼土 が広がってい分布 している。

〔ピ ッ ト〕本住居屋内 にピ ッ ト3個 を検出 した。P1は 東側 面北 よりに、直径約70cm、 深さ

約20cmを 測 る不整円形 を呈 している。P2は 最長径約1m、 最 短径80cm、 深 さ約20cmを 測

る不整楕 円形を呈 してい る。P3は3つ の 内で最大規模であ り、最大径約1m20cm、 最短径

約1m、 深さ15cmの 楕 円形を呈 している。P1内 か らは、復 元可能 な内黒土 師器片が出土し

た。用途 は貯蔵 ピッ トと も考えられる。

〔周溝 〕確認 できなか った。

〔カマ ド 〕耕作の撹乱 によ り削平 され煙道 が確認されなか ったが、住居北側 ほぼ中央寄 り

床面に、 はっきりとした焼 土が残存した為 、 カマ ドと認め た。北側面より南南西方向へ約

1m10cm、 深 さ約7cm、 幅約1mを 測る。残存焼土内より、復 元可能な内黒土師器片が出土

した。

〔遺構 〕土師 器甕約1／2残存 の ものと約1／10片、土師器鉢約3／4残存、鉄製品の4点 出土 した。

土師 器 （第23図 第16図 版 ）

杯（2）床面直上層出土で 、全体の約3／4が残存す る。底部は平底 で、体部か ら口縁 部まで丸

味を持 って外傾す る。外面 調整は底部、体部 共回転ヘ ラケ ズ リされ、内面調整 は横方向の

ミガキが 見 られ、黒色処 理 されてい る。

甕 （1・3）2点 共覆土層 より出土 した。1は 体部から口縁部 にかけて約1／2残存す る。内

外共明黄 褐色を呈 し、胎 土 はやや粗雑であ る。調整は内外 面共 口縁部で横ナ デを施 し 体

部外面はハケ メで下半 に横方 向のヘ ラ調整が加え られ、体 部内面はヘ ラナデ が施 されてい

る。体 部の線は頸部か ら肩 部 で張 ることなく長胴形を呈す る。2は 甕の 口縁 部の小破片で

ある。頸部 より口縁部へ 「く 」の字へ外傾す る。

鉄 製品 （第23図4）

角釘（4）住居跡ピッ ト内 よ り出土 してい る。 断面形は長方形 で、先端部では 円形を呈す る

と思わ れ る。
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第22図 第6号 住居跡実 測図

第23図 第6号 住居跡出土 遺物実測図
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第6表 第6号 住居跡 出土土器一覧表

第7号 住居跡 （第24・25図 第7図 版 ）

〔検出状 況 〕C－7グ リッ ドより検 出された。今回調査 で検 出された8号 住居 を北側 に、2

号 土坑 を西側に位置 した中 間に、本住居 を構築 してい る。保存状態は良 くな く、遺構 もか

ろ うじて確認された状態 で残 存している。

〔プ ラン ・規模・方向 〕東西約3．9m、 南北約4．25mを 測 り、北 東コーナーは隅丸を呈し、プ

ラン自体 は隅丸方形であ ると考える。 カマ ドは東壁の北 東に、燃焼部と左右袖のみを残す

形で確認 された。撹乱等 により削平され、煙道は確認 され なか った。

〔覆土 〕褐色 土と一部に黄色 土塊を含 む粘土層 との2層 か ら成 る。 しま りの悪い、 自然堆

積を 呈している。

〔壁 ・床 面 〕床面より約30°でゆるやかに 立ち 上が り、壁 高は、東壁で約10cmを 測 る。床面

は硬 くなく、しまりが悪いが 、ほぼ平坦 を 呈している。

〔ピ ッ ト 〕本住居内に18個 の ピットが確 認 され た。本住居の 主柱穴 と考え られ るピッ トは

P1・P2の2個 を確認 したが、それに相 対す る柱穴 と見 られ るものは確 認 されなか った。

P6～P16に おいては、壁直下より検出 され、その位 置、規模、プ ランが 類似 していること

か ら支柱穴 と考え られる。P4は 長径約55cm、 深さ約8cmを 深る方形に 近い丸形を呈 し、

土師器が 数片出土 してい るが性格等は不 明であ る。P3か らは、はっきり した焼 土が検出さ

れた。P5、P17、P18に ついて、その性格 等は不明であ る。

〔周 溝 〕確認 されなか った。

〔カマ ド〕東壁中央 より北側に構築 され てい る。本住居 跡内に袖部と燃焼 部を残存す るの

みで、煙道 部は撹乱 によ り削 平され検出 されなかった。 袖部は黄色粘 土を竪 めて構築 され

ており、左袖の長さ約57cm、 基底部最大幅約22cmを 測 る。燃焼 部は上面で、最大幅約50

cm、 奥 行 き約65cmを 測 る。

〔遺物 〕内黒 土師器約1／6残存の回転ヘ ラ調 整を呈す る杯片 、内黒 土師器約1／7残存の杯片、

土師器 約1／4残存の杯片 、土師器で約1／2残存 と約1／4残存の甕2点 、合計5点 の遺物が出土 し

た。

土師 器 （第26図 第16図 版 ）

杯 （1～3）1・2は 床 面土層確認面よ り出した約1／3の残 存の破片で あ る。1は 口縁部が

僅か に内湾す る。調整は 内外面共緻密な ミガキで、内外面 共黒色処理が施 されてい る。2
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は ロク ロ成形により，切 り離 し後底部か ら体 部下端に再調整が施され、内面ヘ ラ ミガキ、

黒色処理 したものであ る。3は カマ ド焼 土 内より出土した約1／4の破片 であ る。体部はロク

ロに よるヘ ラ調整が加え られている。 内外 面共、淡赤黄 褐色を呈 し又磨滅が 著 しい。

第24図 第7号 住居跡実測 図

甕 （4～5）4・5共 床 面上層覆土

内 より出土した。 口縁 部は強く外傾

し 「く 」の字形を呈す る。4は 粘土

紐成 形と思われ る。 口縁 は横ナデ、

外 面は全面にわた って縦 方向のヘ ラ

ケズ リが施されてい る。5は ロクロ

が使 用され、体部やや丸 味を持つ、

色調 は茶褐色を呈す る。

第25図 第7号 住居跡カマ ド実 測図
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第7表 第7号 住居跡出土土器一 覧表

第26図 第7号 住居跡出土遺物実測図

第8号 住居跡 （第27・28図 第8図 版 ）

〔検出状況 〕本 遺跡の北北西に位 置 し、B～C、7～8グ リッ ドにかか り、7号 住居の約3

m北 に隣接 して検出された。検 出面は茶褐色土層で確認 され た。遺構 はかな り良好な状態

を呈して、粘 土層を掘り込ん で構 築 されてい る。

〔プ ラン・規模 ・方 向 〕東壁約4m、 西壁約4．2m、 南壁約4．2m、 北壁 約4mを 測 る。ほぼ

方形を呈す る平 面プランである。南北軸方向はN－10° －Wを 示 してい る。カマ ドは北壁中

央の東よりに位置 している。住 居 内に周溝をめ ぐ らしている。

〔覆土 〕自然堆積 で5層 に分 かれ る。全体 的に黄 黒褐色土を呈 してい るが、床 面直上 は黄

色土か ら成 る。

〔壁 ・床面 〕各壁 とも確認 された。壁高は、東壁約20cm、 西壁約18cm、 南壁約18cm、 北壁
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約28cmを 測 る。東、西壁は床面 より垂直に立ち上が る形を呈しているが、南壁は約70°、北

壁は約65°の角度 で、床面よ り立 ち上が っている。床面は平坦で、住居 内覆 土に比べ て固く、

粘性のある黄褐色 土を叩き しめてい る。床面の施 設には、ピッ ト、周溝、カマ ドが検出 さ

れた。焚口部付近床面から 土師 器長甕が4点 セ ッ トで重なった状態 で出土 した。

〔ピッ ト〕本住 居内 に11個 の ピ ッ トが検出された。P1～P4は 、その位置、規模 、プ ラン

か ら主柱穴 と考え られる。P5～P9に おいては、各壁 直下よ り検出 され、位置、規模、プ

ランが類似 して い る為、支柱穴 と考 えられる。P10は 、カマ ド焚 口の 西側に位置 し、 上面

長径約45cm、 下面直径約16cmを 測 り、不整 円形 を 呈して いる。P11は 、カマ ド焚口の東側

に位置し、 下面長 径約1．9m、 短径約60cmを 測 り、ピ ッ トの東隅 に遺物が数点出 土している

為、貯蔵 ピッ トとも考え られる。

〔周溝 〕本住 居内の 四方に検 出された。東側 と北側 は比較的深 く、 南側 と西側は浅 くて 巾

広 を呈してい る。東側は長さ約3 ．8m、 最大巾約35cm、 南側は長 さ約3．9m、 最大巾約60cm 、

西側は長さ約3．9m、 最大巾約55cm、 北側は長 さ約2m、 最 大巾約20cmを 測 り、各コーナー

部分は巾広 く丸 みを 呈す る周溝 である。

〔カマ ド〕北 壁中 央の東 よりに構築 されており、両袖 共長さ約65cm、 巾約35cmで 、高さ約

45cmを 測る。燃焼 部巾は、入 口で約45cm、 中央 で約50cm 、奥行 で約30cmで あ り、燃 焼 部

壁 面は赤 く焼 けて ガ リガ リしてい る。焼道は北壁 に直行 し、長 さ約1 ．5m、巾約42cm、 深

さ約40cmを 測 り、底面はほぼ水 平のまま煙出部 に至 ろ。 左袖中央部 に巾約5cm、 深 さ約3

cmを 測る溝状 を有 している。性格 等は不明であ るの で、今後の調査を期待 したい。

〔遺物 〕ピッ ト（P11） か らは、内黒土師器の杯3点 が出 土し、焚口付近の床面より、土師

器長甕4点 出 土。床面より判読不 明の墨 書土師器片が 一点出土。 又、床面検出中 に、覆土

中よ り刀 子、砥石 、土鈴等が出土 された。

土師器 （第29・30図 第17図 版 ）

甕 （1～8）1は 床 面か ら出土 し、2・3・5は 覆土 内第2層 より出 土した。 いずれ も底

部か ら体部 下半 にかけての残存 であ り、平底を有 し、底部に木葉痕を残す。1は 底 部か ら

体 部に直立して立 ち 上がりを 見せ るが、2・3・5は 丸 みをもって内湾 して立ち上が る。1

の外面体 部はハ ケ 目より調整 され 、内面体部はヘ ラナデが施されてい る。2は 摩 滅が激 し

く調整は不明で あ るが、粘土紐痕が 見られる。3は 外 面調整が不 明であ り、内面調 整はヘ

ラナデを施す。5は 内外面共、横方向のヘ ラナデ調整が施され ている。6は 床面か ら出土

した完形品であ る。底 部は平底 で、底部に木葉痕 を残す。外面体 部はヘ ラナデ調整 され 、

口縁部は横 ナデ調整が施され てい る。内面は摩滅が 激 しく不明であ るが 、体部に粘土紐痕

が 見られる。4・5・7・8は4点 セットでカマ ド付近床 面より出土 してお り、いず れ も長胴
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第27図 第8号 住居跡実測 図

形 で、底部に木 葉痕があ り、口縁 部は外反す るタイ プである。4の 底部 は欠損 され不 明 で

あ るが 、外面体 部はハケ 目による調 整が施され、内面 は横方向の ヘ ラナ デが見 られ る。

杯 （10～13）10は 床面より出土 した。底部の小片 である。底部は回転 ヘラ調整され、墨

書が見 られる。内 黒処理されてい る。11は 覆土内2層 よ り出 土さ れ、底部か ら体部の約2／3
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残存する。底部は平底で、底 部か ら体部に内湾す る。調整は内外 面共、緻密なヘ ラ ミガキ

で単位は1～2mm、 長さ3～4cmで あ る。内外面 共黒色処理され、器厚 がわずかに厚い。12・

13は 覆土内第2層 より出土で、12は 全体の約1／5、13は約1／2残存 す る。いずれも ロク ロ成

形で、平底を有 し、底部より丸みを もって外傾 し、口縁部はわずか に外反 して端部 に至る。

13は12よ り若干 直線的であ る。外面は底部と体 部下半に回転ヘ ラ調整が施され 、内 面は斜

め方向のヘ ラ ミガキが施 され 、黒色処理されてい る。

第28図 第8号 住居跡 カマ ド実測図

須恵器 （第30図 ）

杯（9）覆土 内よ り出土 してい る。底部のみの 小片 である。ロク ロ成形で、底部 は回転糸切

りで切 り離 されている。胎土 は密で、外面が灰茶 褐色で、内面 は灰色を呈し、焼成 は きわ
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第29図 第8号 住居跡 出土遺物実測 図
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第30図 第8号 住 居 跡 出 土 遺 物 実 測 図

め て 良 好 であ る 。

土 製 品 （第30図14第16図 版5）

土 鈴 （14） 床 面 よ り 出土 して い る。 全体 の 約1／2が 残 存 す る。厚 み 約8mm、 径 推 定3．5cmを

測 る。全 面 灰 茶 褐 色 を 呈 して い る。

石 製器 （第30図 第16図 版 ）

砥石 （15・17）15は 覆 土 内 、17は 床 面 よ り 出 土 して い る。15は 長 さ3．6cm、 厚 さ最 大

2．3cm、 最 小1．2cmを 測 る。か な り使 用 し、摩 滅 さ れ て い る。17は 長 さ11．5cm、 巾2．9cm、

厚 さ2．7cmを 測 り色 調 は 黄 白色 を 呈 して い る。
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鉄製 品 （第30図 第16図 版 ）

刀子 （16）覆土内よ り出 土した刀 子であ る。刀長15cm、 巾1．1cmで 、先端 を欠いてい る。

刀身の 断面は三角形の平 造りである。

第8表 第8号 住居跡 出 土土器一覧表

第9号 住居跡 （第31・32図 第9図 版 ）

〔検出状 況 〕遺跡の北 側 、B－9グ リッ ドより検出され た。今回の調査 区の中 では、北 端

に位置す る。耕作によ る撹乱は見られず 、保存状態はわ りあい良好であ った。

〔プ ラン ・規模 ・方向 〕東西3．4m、 南北3．5mを 測 る隅丸方形の住居跡である。各壁共ふ く

らみを持 たないで構築 され ている 。中心線 は南北軸とほぼ 平行を示してい る。

〔覆 土〕覆 土はほぼ2層 か ら成る。 自然 な堆積 と思われ る。

〔壁 ・床面 〕壁は各壁 ともに確認 された。床面か ら約50°で 立ち上が り、高 さは東壁 で30cm、

西壁10cm、 南壁7cm、 北 壁 で20cmを 測 る。床面はほぼ 平坦 ではあるが、残存 部は柔軟 な状

態であ った。

〔ピ ッ ト〕ピッ トは屋 内に3個 （P1・P2・P3） が検出された。P1・P2は 住 居北側、 北壁

内より検 出された。深さは20cmを 測 り、住居跡 との位置、規模 、プランが類似 してい るた

め柱穴 と考え られるが組 み合 う他の ピッ トは発見されなか った。P3は 南壁の 中央、住居 内

側 に位 置している。 出土 遺物はなく、性格 等は不明であ る。

〔周溝 〕確認できなか った。

〔カマ ド〕北壁、やや 東よ りに構築 されて い る。カマ ド内堆 積土は6層 に分 け られる。2

層を除 く、全層に焼土 を含み、焚口付近で は砂質を含んでい る。袖部は焚 口をせ ばめ る形

で広が ってい る。煙道は北 に延びてお り、煙 道中央部に広が りをもつ。煙出 し部に2個 の

小穴を 有す る。カマ ドの 長 さは約3．5m、 燃焼 部の最長袖幅は1．2m、 煙道 部の幅約60cm、

深 さ約50cm、 煙出 し部の幅約80cm、 深さ約40cmを 測る。煙道 は焚 口か ら煙 出 しへ向けて

5°以下 のゆ るい上 り傾斜 を呈 してのびてい る。煙道の東側 に、前回の試掘 調査の トレンチ
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と思わ れ る跡が検出され た。

第31図 第9号 住居跡実測 図

〔出 土遺物 〕内黒 土師の 鉢、底部に回転糸 切 り跡痕を有す る須 恵器の杯、底 部に、手持ヘ

ラ調 整を施 した内黒土 師器杯、土師器甕等 が出土した。

土 師器 （第33図 第18図 版 ）

杯 （1～4）1・2は ロクロが使用され、1は 覆土内、2は 床面より出土 してい る。外面は

ロク ロ目が 明瞭である。3・4は 住居内床 直上より出土 した。底部は平底 で丸 味を持 って外

傾 し、 口縁部で内湾す る。外面調整は手 持ヘ ラ調整が施 され、内面横方向の ミガキが加え

られて いる。1・2・3・4共 、内面黒色処 理が施されてい る。
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甕 （5～7）5は 覆土内より出土 した約1／4残存の 破片 である。口縁部は強く外反 し 「く 」

の 字を呈す る。6は 小型の甕で約3／4残存の破片 であ る。器厚があ り口縁部は外反す る。

5、6共 口縁部横ナ デ、外面ヘ ラケズ リ、内面ヘラナデが施 されてい る。7は 床 面より出土 し

た ロクロ使用の 大型の土師甕であ る。底部は欠損 してい るが、その 他はほぼ完形 で出土 し

ている。 口縁部 は短 く外反す る。 内面は緻密な ミガキ で黒色処理 が施 されてい る。

須恵器 （第33図 第18図 版 ）

杯（8）覆土内第2層 より出土 した一 部欠損ではあ るがほぼ完形 であ る。底部は平底 で体部

下半は丸味を もって立ち上 り、わずか に外傾す る。 回転糸切 りで切 り離 し、下 半に回転ヘ

ラ調整が施 され てい る。

第32図 第9号 住居跡 カマ ド実測図

第9表 第9号 住居跡出土土 器一覧表
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第33図 第9号 住居跡出土遺物実測図
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第10号 住居跡 （第34図 ）

10号 住居は11号 住居 に当 り、11号 住居を切 ってい る。

10号 住居跡も昭和50年 の開畑によって、発見された遺跡 であ り、遺構の 上層には、 そ

の 際は こばれた作土があ る。今回調査 によって11号 住居跡 と切合い関係にあ ることが明ら

かにな り、なお東側が敷地 とな ってい るた め、全面調査が 出来なか った。

〔プ ラン・規模 ・方向 〕11号 住居跡を切 ってお り、西壁 、北 壁 、南壁が検出されたが、全面

に検出 され たのは、西壁3．7mの みで、北 壁は2．3m、 南壁 は2mと 中途 で中止 した。 東壁

は調査で きなかった。方 位の南北軸は西 に25°振れている。

西壁 下に周溝が認 め られ 、この周溝 を切 って、方形 ピッ トが検出され た。

柱穴 は南西部1基 の み検 出され他は敷地 外に当るため不 明 であ る。

〔覆土 〕10号住居に伴 な う覆土は9層 に大別 され、層序 はほ ぼ自然堆積を呈 しているが、

11号 とを切 った西壁 に接 す る層序は巾20cmに わたって、 四層の乱れが認め られる。

〔壁 ・床 面 〕10号 住居跡 の壁は三方 に検 出されたが、全面 に検出されたのは 西壁のみで長

さ3．7mあ り、11号 住居 を完 全に切ってい る。北壁2．3m、 南壁1．2mと 敷地外 に当 る北壁

と南壁 は調査を行なわなか った。各壁の立 上りは、西壁75°、北 ・南壁もほぼ同 じである。

東壁は不明である。壁の高 さは各壁と も50cmを 測 る。

床 面は西壁で3．5mを 測 り、北 ・南壁 は全面調査を行なわ なか ったため、不明 であ るがほ

ぼ西壁と同 じ3．5m前 後 と推 定され る。床 面は固 くしまってお り、土師器の破 片が検出され

た。柱は西壁寄りに柱の 掘方1辺50cm、 深 さ30cm、 柱の 当 り20cmの 柱穴が検 出された。

西壁守 りに径20cm、 深 さ20cmの 側柱が2m間 隔に2本 と 、南側柱に接 して1本 が検出 され

た。

〔周溝 〕周溝は西壁 と南壁 に添 って検 出され、ほぼL字 型 を呈 してい たと考 え られる。西

壁に伴 う周溝は、北 部で80cm、 南部で1．1m、 長さ3．5m、 深 さ10cmを 測 る。この周溝の中

央部南寄 りに南北1m、 東 西50cmの 方形 ピッ トがあり、 深 さ10cmで あ る。

〔カマ ド〕確認出来なか った。

第11号 住居跡 （第34図 ）

遺跡の 東部に位置 し住居の 約1／2は敷地外 にあ る。調査 は敷地 内のみに実施 した。方位は

N－06、E35に 当り、標高285．4m付 近で発見 された。 この地点は昭和40年 頃山林だっ

た現在 地を開畑 したため 、遺 構の上層部は盛土があ り、 自然堆積は認め られ ない。

遺構 は10号 住居跡と11号 住居跡が重複 してい る。重複関係 は、11号住 居跡が10号 住居

跡 に切 られていることが判 明 してい る。
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第34図 第10号 住居跡、第11号 住居 跡実測図
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〔プ ラン ・規模 ・方向 〕11号 住居跡は10号 住居 跡に切られて い るため、西部 と南部のみが

残存 してい る。現存する遺構 は南北4．5m、 東西3mで 西壁 、南壁 に面 したL字 型の遺構で

あ る。中央を結ぶ軸線は南北 軸が西に6．5°振 れてい る。壁 は地 山を掘 り込ん だもので、南 ・

西壁とも約20cmを 測る。北 ・南 ・東壁は完全に切 られて残 ってい ない。壁面下の周溝は西壁

に添 って検出 された。柱穴 は南西隅に位置す るものが検出 され たのみで、他の柱穴 は、10

号住居跡に よって切 られてい る。

この柱 穴は50cm×60cmの 掘方を持ち、中心 部に約30cmの 柱の 当 りが認め られ る。 南 に

は壁を切 った壁 面に、約1m間 隔に径25cmの 側柱 が4個 検出 されている。

〔覆土 〕11号 住居跡に伴な う覆土は3層 に大別 され、 層序はほ ぼ 自然堆積を 呈 している。

〔壁 ・床 面 〕11号 住居跡の 壁は三方が検出 され たが、全面 に確 認されたものは、西壁のみ

で、南壁 は約3m、 北壁 も同 じく3mで あ る。 南と北壁は敷地外 に当るため、調査 を中断

した。

各壁の 立ち上 りは3面 とも床 面から70°～75°の 角度で立ちあが り、高 さは西壁で25cm、

北壁は低 く約15cm、 南壁は約20cmを 測る。

床面は固 くしまってお り、壁 沿いに土師器破片 と焼石が検出 された。

〔周溝 〕周 溝は西壁に添 って検 出され固い床 面 に巾70cm、 長 さ3m、 深さ10cmを 測 る。

〔カマ ド〕確 認できなか った。

〔遺物 〕第10号 住居跡と第11号 住居跡は切 り合 ってい るため、両遺構よ り出土 した遺物

は一括 して掲 載 した。 ロク ロ成 形の杯が3点 、高台付杯が1点 、墨書片が1点 出土 し、非

ロクロの杯が1点 、土師器甕 、須 恵器甕各1点 出土 した。各 遺物 は、全て覆土 内よ り出土

した。

土師器 （第35図 第18図 版 ）

杯 （1～5・8）1～3と8に ついては覆土 内2層 、4・5は 覆 土内1層 より出土 した。1・

3～5・8は ロク ロが使用 され 、2は ロク ロ未使用 と考え られ る。1は 底部のみの 墨書土 器

片 であ る。底 部は平底で、回転ヘ ラ調整 され 、内面は黒色処理 が されてい る。墨書 は判読

できない。2は 底 部か ら外傾気味 に立ち上が る体部を有し、口縁部は内湾 して伸 びる。 外

面調整は口縁 部横ナデ、体 部は手持ヘ ラケズ リであ る。内面 調整は、全面に横方 向の ミガ

キ、下半に縦方 向の ミガキが施 され、内黒処理 されている。3・4・5は いずれ も平底で、

体部はわずか な丸みを持 って立 ち上がる。外 面には ロクロ目が 観察され、体 部下端か ら底

部 にかけて、 回転ヘ ラケズ リが加え られ、底部 は回転ヘ ラ調整 が施されてい る。 内面は黒

色処理され、体部 に横方 向の 丁寧 な細かい ミガ キが施されてい る。3は 内面が摩滅 されて

い る。8は 高台付杯で、底 部のみ約1／4残存す る。高台部8．4cm、 高台部高さ1．5cmであ り、
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内 面は内黒処理 され ミガキ痕が見 られ る。底部は回転ヘ ラ切り後、高 台を張 り付 け、ナデ

が雑 である為、張 り付 け痕の一部を残す。11号 住居か ら出土 した ものであ る。

甕（6）覆土内1層 より出土で、底部 と体部下半約1／4が残存する。底 部は平底 で、体 部へ 直

立す る。底部に木葉痕が見 られ、体 部外面調整はヘ ラナデが施 され 、一 部に粘土紐跡が 見

られ る。内部は底面 にヘ ラナデが あ る。

第35図 第10号 ・11号住居跡 出土遺物実測図
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須恵器 （第35図 第18図 版 ）

甕（7）覆土内2層 より出土 した。体 部のみを残す 破片である。粘 土紐成形の後 ロク ロ調整

されてい る。外 面はタタキ目が施 されている。

第10表 第10・11号 住居跡 出土土器 一覧表

第2節 掘 立 柱 建 物 跡 （第36図 ）

調査区内に2棟 の掘立柱建物跡 が検出された。 天開遺跡の古 代集落の 、中心的 な役割を

もった遺跡 と考え られる。

第1号 建物跡 （第36図 ・第2図 版 ）

遺跡の 南斜 面のほぼ中心部 に当 り、地 上ロー ム面で掘 り方を確認 した。精査の結 果、東

西2間 、南北3間 の掘 立柱建物 跡であることが判 明 した。検出 され た10ケ 所の掘 り方は、

東側4ケ 所は1辺80cm～1mを 、他の6ケ 所は1辺50cm～60cmを 測 る。

10ケ 所の柱 穴の うち6ケ 所の 掘 り方は重複 してお り、建物 自体 に建て換えがあ った可能

性がある。各掘 り方は垂直 に近 く掘 り込まれ、掘 り方の底面 レベル は、ほぼ水 平に近い。

全ての掘 り方には20～25cmの 柱痕を検す るこ とが出来た。柱痕 はほとんどが掘 り方底面

に直接据え られてい る。

柱痕の中心を とった各柱列の 全体の長さは、 東側柱列で5．8m、 南側柱列 で4m、 西側柱

列 で5．7m、 北 側柱列で4mを 測 る。全体では方形 プ ランを呈す る。

各柱間 寸法は東側柱列 で北 か ら1．75m＋2m＋2m、 南側柱東 か ら、2m＋2m、 西側柱、

南か ら1．8m＋1．95m＋1．9m、 北側柱列は西か ら2m＋2mを 測 る。7尺 等 間に設計 され

たものと思われ る。柱痕は 柱列 で一線にの って いる。 東側柱列 を通 る南北軸線 は真北よ

り13°西に振 れてい る。

以 上1号 建物跡は2間 ×3間 の側柱建物跡 であ る。7尺 等間 と 考えられる柱 間を有 して

いる。本遺構掘 り方埋 土中か ら土 師器の小破片 が 出土 してい る。 これ らの中 にロク ロ成形

による土師器杯の小破片が含 まれ てお り、建物跡の年代も9世 紀 以降 に比定 され ることは

明 らか であ るが 、 下限について は限定で きない 。他遺跡の例か ら考えて、一応 平安時代の
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建物跡と考え られよ う。

第36図 第1号 建物 跡実測図
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〔出土遺物 〕小破片が数点出土 しているが 、いずれ も実測

不可能 で、唯一点のみ、堀方埋土中。

土師器 （第37図 ）

高台付杯（1）1は堀方埋土中 より出土した。 高台 部のみの

残存であ る 高台は低 く、外 に開 く。高台 は張 り付けによ

るが、底 部切り離 しは不明 である。内外 面共黒色処理が施

され、 ミガキによる調整が見 られる。底径 は7cm、 脚高は5mmを 測る。 ロク ロ成 形による。

第2号 建物跡 （第38図 ）

A－8～A－9グ リッ トにかか る掘立柱 建 物跡 と考えられ る遺 構であ る。 この 遺 構 にと

もな うであろう掘方は、4個 検 出された。各 掘方 には、直径約15cm、 深さ約23cmと 直径約

30cm、 深 さ約24cmを 測 る柱痕 と思われる遺構 が検出され た。柱 列は、東西2列 、南北2列

が確認 され たが、中柱 は確 認されなか った。 したが って、検 出 された柱穴か らは、東西約

2間 、南北約2．5間の長方形 を呈す る建物 にな る可能性も考 え られる。遺構の中 軸線 はN

－5°－Wを 示 している。 尚、遺構検出面及 び 、柱穴面から、遺 物は検出され なか った。

第37図 第1号 建物跡実測図

土師器高台付杯

第38図 第2号 建物跡実測図
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第3節 そ の 他 の遺 構

第2節 において 、竪穴柱居・掘立柱 建物跡 について記 して きたが 、これに関連する土壙や

遺跡の遺構 と関係の 深い遺物包含層 につ いてふれ ること とす る。

第1号 土坑 （第39図 ）

1号 掘立柱建物の 南西部に接して検 出 された土壙であ る。不整形の長方形を 呈し北側で

2m、 南側で1．5m、 長 さ（南北 ）4m、 深 さ0．5mを 測 る。土壙 内の堆積は4層 に大別され、

自然 堆積であ るが、南部は耕作により削 平されてい る。第4層 か ら、遺構の時期 、決定の

資料 となりえる遺物が数点検出された。

土 師器 （第40図 第19図 版 ）

杯 （1～4）1は 土坑覆土内第2

層 よ り出 土した。 口縁 部にわずか

な 欠損を見る完形品 である。丸底

の 底部か ら口縁部 に内湾気味 に外

傾 して立ち上が るもの で、外面体

部中央の位置に段、屈 曲を持つ。

体 部、底部とも手持 ちヘ ラケズ リ

が 施 され、内面は ミガキ、黒色処

理が施 されている。2は 土坑覆 土

内 より出土 した約1／2残存である。

平底風丸底の底部か ら、口縁部に

丸み をおび外傾して立 ち 上がる。

外 面体 部、底部とも手持 ちヘ ラケ

ズ リ調整され、口縁部 に横ナデが

施 されている。内面は ミガキ、黒

色処 理が施 されてい る。1・2、 と

もにロクロは未使用 である。3は 土坑覆 土内 より出土 した約1／3残存で あ る。成形 はロク ロに

よ る。外面体部に回転ヘ ラケズ リが施 されている。 内面は黒色処理が施 され てい るが、磨

滅 により調整は不明であ る。4は 土 坑内よ り出 土した底 部約1／3残存であ る。成形は ロク ロ

によ る。外面底部と体 部の境が明瞭であ る。底部に 「本 」印のヘ ラ書 きが見 られるが、あ

まり明瞭ではない。内 面は ミガキ、黒色処理が施されてい る。
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須 恵器 （第40図 第19図 版 ）

甕（5）5は土坑覆土内 より出土 、頸 部約1／3残存である。 成形はロクロによ る。外面頸 部は

横ナ デが施された後、平行叩 目で調整 され てい る。 口縁 部で外反す る形 を有 している。頸

径は約26．8cmを 測 る大甕 であ る。

第11表 第1号 土坑 （SKOI） 出土土 器一覧表

第40図 第1号 土坑出土遺物 実測図
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第2号 土坑

7号 竪 穴住居跡、西部5mに 検出された土 坑である。不整形 なだ円形で、東西2m、 南2

m、 深 さ25cmを 測る。特 に実測可能な遺物 は検出されなか った。

第1号 遺 物 包含 層 （SXO1）

遺跡の北 西部に当り、遺跡の西部底地 を北 部高地から、南部底地に、 自然 に出来た掘状

の黒褐色 土の遺物包含層 である。堆積土 中か ら瓦片、土師 器、須恵器等が 出土 した。

土師器 （第41・42・43・44図 第20・21図 版）

杯 （1・2）1・2共C－3グ リッドより出土 している。1は 底 部のみ約1／3、2は 底部か ら

口縁部 にかけての1／2の残存 である。1・2共 ロクロ成形で内黒処理 されてい る。1は 底部は

平底で 、回転ヘ ラ調整が施 されている。2は 平底 で底部より直線的に外反 し、端部に至 っ

てい る。 外面調整は回転ヘ ラケズ リと思 われ る。 内面は他 方向のヘ ラミガキ が施されてい

る。1・2共 外面底部に 「本 」の墨書が書 かれ てい る。

杯（3）C－2グ リットより出土 した。底部か ら体部約1／3の残存 である。底部は 平底で、体部

は丸み を帯びて外傾 してい る。口縁部は欠損 されている。成 形は ロクロによ らない。外面

は底部 、体 部共ヘ ラケズ リ、内面は横方 向のヘ ラ ミガキが加 え られ、黒色処 理が施されて

い る。

高台付 杯（4）C－2グ リッ ト第2層 より出土 している。底部の み約3／4の残存であ る。 高台

は低 く、ロク ロ回転によ り仕上げナデが 加 えられ、杯部の切 り離 しは観察 できない。 内面

は黒色処 理が施されてい る。

杯 （5～9）5・8・9・10はC－2グ リッ ト第2層 より出土 、6・7はC－3グ リッド第2

層よ り出土 してい る。5・6・7・10は 約1／5、8、9は 約1／8の残存である。いず れも底部は

一部を残 して欠損 してい る。6は 口縁部が 欠損 している。5は 平底で底部 より体 部へ丸み

を持 って外反 しなが ら立 ち上が り、口縁 部でわずかに内湾す る。 外面は磨滅が 激 しいが、

ロクロは使用 されず、手持ヘ ラケズ リが施 されている。内 面は黒色処理 されて いるが 、ミ

ガキは観察 できない。6は ロク ロ成形 であ る。底部は回転ヘ ラ調整が施 されて いる。内面

は黒色 処理 され、 ミガキが加 えられてい る。 器厚が比較的薄 い。7は 底部が欠 けて平底か

は不 明であ る。外面体 部は手持ヘラケズ リが施 され、内面は横 方向のヘ ラ ミガキが加 えら

れ、後 黒色処理が施されてい る。8・10は2点 共 ロクロ成形 であ る。底部は平 底で口縁部

で外反 す る。 内面は黒色処 理 されてい るが 、 ミガキは磨滅が 激 しく観察で きない。9は 肩

部が強 く張 り出す杯で、口縁部で短く内湾 す る。外面体部は ヘ ラナデ後、ヘ ラ ミガキが施

され、 口縁 部は横ナデ、の ち ミガキが加 え られている。内面 は黒色処理され 、 ミガキ痕が

わずか にみ られ る。
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甕 （11～15）11は Ｃ－2グ リッ ド、14は Ｃ－1グ リッ ドより出土 している。11は底 部の

み約3／4の残存。14は 底部約1／4の残存 であ る。2点 共粘 土紐痕が見 られ 、外面底部に木 葉痕

を残す。11は 体部 下端 にヘラケズ リされている。12・13・15は 甕の 口縁 部で1／6～1／9残存の

小 破片を復元実測 した。12は Ｃ－3グ リッ ド、13・15は Ｃ－2グ リッ ド第1層 より出土 し

てい る。12・13・15は 口縁部で強 く 「く」の字に外傾す る。13は ロクロ目が 明瞭であ る。

12は 外面口縁部横ナ デ、内面は黒色処 理後、横方 向の ミガキが施 されてい る。15は 内 外

面共体部はヘ ラナデ調 整が施 されてい る。口縁部は外 面 に横ナデが施 されている。

須 恵器 （第43図 第20・21図 版 ）

杯 （17・19）17は Ｂ－3グ リッ ドより出土、底 部と体部下半約1／2の残存、19は Ｃ－1グ

リッド第2層 より出土 した底部と体 部下半約1／5残存の 破片である。底 部は平底 で、外 面底

部 は回転糸切 りで、体 部下半は回転 ヘ ラケズ リが施 されている。色調 は17は 黄灰色 、19は

灰色 を呈してい る。 焼成は良く、胎 土は緻密であ る。

高台付杯（18）Ｂ －5グ リッドより出土 した高台部約1／5の残存であ る。高 台部は1．5cmと高

く、直線的に外 に開 く。底部切 り離 しは小片によ り不 明である。色調は灰色を呈 してい る。

甕 （16・20・22）16は Ｃ－3グ リッ ド第1層 より出土 した頸部約1／8の残存 である。 肩部

が張 ると思われ る。 頸部内外面共 ロク ロによるナデが施 されてい る。頸径は18 ．3cmを測る。

20は Ｃ－2グ リッ ド第2層 より出土 、22は Ｂ－3グ リッ ド第1層 覆土 内より出土している。

頸 部か ら口縁部にか けての破片である。外面は20は6本 、22は7本 の波状 文が施 さ れ て い

る。いずれも焼成 は 良 く堅緻で、色調 は16は 青灰 色、20は 灰色、22は 暗灰色を呈 し、 自

然 釉がある。

壷 （21・23）21は Ｂ－3グ リッ ド覆土内より出 土 した。肩 部か ら口縁部にかけて約1／5

が 残存する小形の 短頸 壷であ る。 肩部か ら急に頸 部へ 内湾 し、口縁 部に至る。体部内外 面

共 ロク ロ目が明瞭 であ る。肩部最大径 は9．8cmを測 る。 焼成は良く、色調は暗灰色を呈 して

い る。23は Ｂ－3グ リッド覆土 内第3層 より出土 して いる。肩部か ら胴 部上半 で脹 らみ 、

下半 は丸味をもちなが ら絞 まる。 内外 面共 ロクロ成形 によ るナデが施 されてい る。頸部 は

ハ リツケ による接合 が 見られる。肩 部 と口頸部の境 目に一条の稜線を有す る。焼成は良好

で竪緻 である。色調 は灰色を呈し、外面 に釉がか って いる。

円 面硯 （24～26）24は 西南端、第2層 より出土 してい る。硯 面の約1／4と圏台の一部が

残存す る。平坦な陸 部 と据広が りの 圏台と海部に1．4cmの 溝がある。25・26は Ｃ－2グ リッ

ド内第2層 より出土 した体部と脚部約1／9の残存であ る。脚 部は据広が りを もつ。3点 共圏

台 には縦線の平行文 様の沈線が巡 られ 、25・26に 透 し窓 （2．9cm）が一 部 に観察され る。
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第41図 第1号 遺物包含層 （SXO1） 出土遺 物実測図
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第42図 第1号 遺 物包含層 （SXO1） 出土遺物実測 図

第12表 第1号 遺 物包含層 （SXO1） 出土 土器 一覧表

―67―



第43図 第1号 遺物包含層 （SXO1） 出土遺 物実測図

鉄 製 品 （第44図 第21図 版 ）

刀 子（27・28）27は Ｃ－2グ リッ ド第2層 よ り出 土 した。刀 長 、17．2cｍ 、巾1．7cmで 先
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端 は欠損 してい る。 刀身の断面は三角形を呈し平造 りである。28は Ｃ－2グ リッ ド覆 土内

よ り出土 した。 刀長11．5cm、 巾1．3cmを 測る。腐蝕が著 しいが刀 子と思 われ る。

鉄 鏃 （29）Ｃ－3グ リッドより出土 してい る。矢の 根部は三角形 を呈 している。茎部は断

面方形の棒状体 がついている。現存 す る大きさは、矢の根部1．6cm、 巾1．2cmを測 る。茎部

は元の部分が欠 してい る。

釘 （30）Ｃ－2グ リッドより出土し てい る。折釘 で断面形は方形 であ る。

石製品 （第44図31第21図 版7）

砥石（31）Ｃ－3グ リッ ド覆土内よ り出土してい る。両 面共良く使 用 されており、平滑で

あ る。巾4．2cm、長 さ8．8cmを 測る。 色調は緑茶灰色 を呈 している。

第44図 第1号 遺物包含層 （SXO1） 出土遺物実 測図
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第2号 遺 物 包 含 層 （SXO2）

1号 堀立柱建 物の 南西部7mに あ り、南東斜 面に巾7m、 長 さ15mに 黒色土の堆積 土層

があり、この なかに、土器等の 遺物が検出された。遺物包含層の 層序は10層 に大別 される。

東部壁 ぎわ15mと 西壁 ぎわ17mに は自然堆積が 認め られるが 、中 央部には撹乱によると考

えられるピッ トが2ケ 所確認 された。

土師器 （第45図 第21図 版 ）

杯（1・2）1はL－4グ リッ ド覆 土内より出土 し、底

部と体部 下端約1／3の残存であ る、評 底で平径 が5cmを 測

る小型の杯 と考 えられる。 ロク ロは使用されず 、外面体

部下端 にヘ ラケ ズ リ、底部に手持 ヘラ調整が施 されてい

る。 内外面共黒 色処理で、内面 は ミガキが施 されている。

2はL－2グ リッ ド覆土内よ り出 土した底部と体部下端

約1／4の残存であ る。成形 はロク ロにより、底 部は 平底を

呈す。底部は静止糸切りで切 り離 した後、外 面体 部下端

に手持ヘ ラ調整が加え られてい る。 内面は黒色処 理の後

ミガキが施 され てい る。

石器 （第45図3）

石鏃（3）L－2の 遺構検 出面 より出 土した石鏃 である。

石質は石英で、色調は赤色 を呈 し、形態は基部の 凹部の

抉 りが大きく、先端部は鋭角 な尖 りを呈す る。長 さ2．1

cm、 幅1．3cm、 厚 さ2．5mmを 測 る 。

第45図 第2号 遺物包含層（ＳＸ０２）

出土遺物実測図

第13表 第2号 遺物包含 層 （ＳＸ０２）出土土器 一覧表
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第46図 遺構に伴なわ ない出土遺物実測図
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第4節 遺 構 に 伴 な わ な い 出 土 遺 物

出土 遺物で実測で きた物 は少ない。 遺物最南端から瓦片が1点 、平底 で手持 ヘラ調整の

杯が1点 、遺跡中央西側 より勾玉1点 、丸底の ロクロ未使 用の杯が1点 出土 している。 こ

れ らは住居跡 との関連 は不明であ る。F－5グ リッド、1号 建物跡西側か らロクロ成形の杯

が2点 、長甕の口縁部 が1点 出土 してい る。D－2グ リッ ドより甕の底 部破片が1点 、又 、

須 恵器の杯の底部破片 が1点 出土 してい る。

土 師器 （第46図 第22図 版 ）

杯 （1－4）1はC－6グ リッド第2層 より出土した約1／5の残存である。底部は欠損して

い るが丸底と思われ る。 底部は体部へ丸み をもちなが ら口縁 部で外傾す る。 ロクロは使用

されず。外面体部は手 持ヘ ラ調整 され、 内面は黒色処 理が施 され、横 方向のヘ ラミガキが

施 されてい る。2はD－2グ リッ ド第1層 より出土 した 底部のみ約3／4の残存であ る。平底

でロク ロは使用せず。 外面は体部下半 に手持ヘ ラケズ リが見 られ、内面はヘ ラナデ調整が

施 されてい る。器厚 は若干厚味をおびて いる。3はF－5グ リッ ド第2層 よ り出土 し約1／4

の 残存であ る。成形 は ロク ロによる。底 部は平底であ り、体 部へ若干の丸みを もって外傾

す る。外面体 部は 回転ヘ ラケズ リでヘ ラ調整が見 られ、 口縁 部には横ナデが施 されている。

内面は黒色処理 され た後、ヘラ ミガキが施 されてい る。4はF－5グ リッ ド第2層 より出

土 した 口縁部約1／7残存 の破片であ る。体 部よりやや直線的 に口縁部へ外傾す る。成 形はロ

クロに よる。外面は 回転ヘ ラケズ リ調整 である。内面は黒色処理の後、横方向の ミガキが

施 されてい る。

甕 （5・7）5はD－2グ リッ ド覆土内 より出土 した底部と体部 下端約1／3残存である。 ロ

クロは使用せず 、平 底であ る。底部 より体 部へ 直線的に外傾す る。外面調整は底部、体 部

共、手持ヘ ラ調整が 施 されている。内外 面共摩滅が激 しい。7はF－5グ リッ ド第2層 よ

り出土 した。口縁 部と胴部上半約1／5残存の甕 である。胴部 は直線的に口縁部 まで続 く胴長

形 を呈 し、口縁部 でゆ るやかに外反す る。 外面は胴部 にヘ ラナデが見 られ 、口縁部に横 ナ

デが施 されている。 内面に粘土紐の引 き伸 ば し痕が若干見 られ、ヘ ラナデ調整 も施されて

いる。

須恵器 （第46図 第22図 版 ）

杯（6）6はD－2グ リッ ド第2層 より出土 した底部の破片 である。 ロク ロ成形 によるロク

ロ 目が内外面共 明瞭 であ る。底部か ら若 干丸みをおびて立 ち上が り、体部は内湾気味に外

傾 してい る。外 面体 部下端に回転ヘ ラ調 整が施されてい る。

その他の遺物 （第46図 第22図 版5）

瓦（8）8はC－1グ リッ ド第1層 より出土 した瓦片 であ る。 凸面に正格子の深い叩 目を も
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ち 、 叩 き合 わせ が 行 な わ れ て い る。 凹 面 に 布 目が 見 られ 、外 線 は ヘ ラケ ズ リで あ る。 厚 み

1．8cmを 測 る平 瓦 で あ る。

勾 玉 （9）9はC－6グ リ ッ ドの 表採 に よ る。 灰 色 が か っ た 白地 に、 黒 、灰 、茶 の 筋 模 様 が

見 ら れ る。 厚み は8mm弱 、 縦約2cm、 横 、最 大 巾約1．7cm、 最 小 巾約1．1cmを 測 る。 中 心 に

小 孔 を 有 し、 直径2mmを 測 る。

第14表 遺構 に伴な わない出土土器一覧 表
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ま と め

天開 遺跡は阿武隈川の 西岸にあり、工場用 地として造成の予定 である。

基盤 をなす地層は粘土層 が覆 っている。現 在の遺跡の立地状態 は、東 に三城 目の集落を

望み 、北は鏡石町に接 し、西部は山林及び水 田である。

周 辺 の 遺 跡 と の 関 連

三城 目は古墳時代以来 の遺跡が多 く特に 久当山横穴群、弘法 山古墳群 などが知 られてい

る。吉作遺跡、後原遺跡 、谷中遺跡な ど古 代の集落跡が多い 。

三城 目の地名は律令 時代の条里制の名残 と も、村内に3つ の 城があ ったため とも伝え ら

れてい る。

今回の調査 で発見された遺構は竪穴住居 跡12軒 、掘立柱建物2軒 、土坑2基 、遺物包含

層 （ＳＸ01） 、 （ＳＸ02） などで、土師器 、須恵器、瓦 （1点 ）等が住 居跡に伴 って大

量に出土 した。これ らの土師器は杯の調整 技法の特徴か ら、国分寺下層か ら表杉 ノ入式に

わた る時 期のもので、8世 紀中葉か ら9世 紀 に及ぶ時期の もの と考えられ る。

以上 のことから各遺構の時期につい ては2期 にわけることが出来る。

第1期 は ＳＩ07、 Ｓ Ｉ08、 ＳＩ11、 ＳＩ12、 ＳＢ01の5棟 で竪穴 住居等の床

面出土 の土師器 よりその創建期は、国分寺下層期であるが、奈良～平安時代 にかけて継続的

に変遷 したことが考え られる。

第2期 は、 ＳＩ01、 Ｓ Ｉ02、 Ｓ Ｉ03、 ＳＩ04、 Ｓ Ｉ05、 Ｓ Ｉ06、 Ｓ Ｉ09、

Ｓ Ｉ10、 ＳＢ02は 表杉 の入の古い時期 か ら各期にわた ってい るところか ら、平安時代

の時期から継続的な時期の変遷がたとれる。

最後 に 、今回の調査 に ご協力下さい ました関係各機関な らびに地元三城 目の皆様に深く

感謝 申 し上げます。
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図 版





第 １図版 選跡 全影 （南よ り ）
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第 ２図版 第 １号建物跡 （南よ り ）

第 ３図版 第 １号住居跡 （西よ り ）
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第４図版 第 ２号住居跡 （西 よ り ）

第５図版 第 ３号住居跡 （南よ り）
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第６図版 第 ５号住居跡 （南 よ り ）

第 ７図版 第 ７号住居跡 （西よ り ）
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第 ８図版 第８号住居跡 （南より）

第９図版 第 ９号住居跡 （南よ り）
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第 １０図版 第 １号住 居跡出土遺物 （1～6）
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第 １１図版 第１号住居跡 （1～6）
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第１２図版 第 ２号住居跡 出土遺物 （1～5）
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第 １３図版 第 ２号住居跡出土遺物
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第１４図版 第３号住居跡出土遺物 （1～7）
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第 １５図版 第４号住居 跡出土遺物 （1～3）

第 ５号住居 跡出土遺物 （4～8）
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第 １６図版 第 ６号住居跡出土遺物 （1～2）

第７号住居跡出土 遺物 （3～4）

第８号住居跡 出土遺 物 （5～8）
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第１７図版 第８号住居跡出土 遺物 （1～7）
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第１８図版 第 ９号住居跡 出土遺物 （1～4）

第 １０・１１号住 居跡 出土遺物 （5～6）
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第 １９図 版 第 １号土 坑出土遺物 （1～4）
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第 ２０図版 第１号遺 物包含層 （ＳＸ０１）出土遺物 （1～7）
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第 ２１図版 第 １号 遺物包含層 （ＳＸ０１）出土遺物（1～7）

（円面硯 －3、4）

第 ２号 遺物包含層 （ＳＸ０２）出土遺物 （8）
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第 ２２図版 遺構に伴なわない出土遺物 （1～6）
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